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大管長会メッセージ

ブ リガム'ヤ ング大管長が このように述
べ たことがあります。「私はこの教会が

設立された頃， この教会は広 まり，繁栄 し，

成長 と発展を遂げてい くが，それと同時に

サ タンの力 も大 きくなるという啓示 を受け

た。」(伽`o%駕 θsqんBガ9勿 勉y∂ 鋸㎎ 「ブ

リガム ・ヤ ング説教集」P.72)

私 た ちはこの予言の成就 を目の当た りに

しています。

1938年 の教会はステーキ部数126， 伝道

部数36， 会員数78万4，764人 で したが，1977

年 末 にはステー キ部数885， 伝道部数158，

そ して400万 近 くの会員を擁 しています。

この事実は，ここ40年 の間に，教会が広 ま

り，繁栄 し，成長 と発展を遂げて きたこと

をはっ.きりと証 しています。

サタンの力 も大 きくなるというヤ ング大

管長 の言葉の成就 として，私たちは至 る所

でサタンが猛威を奮い，教会がその使命 を

遂げるのを妨げようとしている姿を目にし

ています。

サタンの最 も強力な武器 としては， ポル

ノグラフィー，性の倒錯，生殖の力の悪用，

またほかに も不道徳で汚れたあらゆる習慣

を挙げるこ とができます。

昔か ら醜悪，卑わい，低劣，場合によっ

強

舞 』

.馨 踊1
麟 みたまの声

大管長会第二副管長

マリオ ン ・G・ ロムニー

鎌
1



ては不法 と見なされ，いつの時代にあって

も人を滅びに至 らせてきた諸々の習慣 も，

この堕落の道 をたどる社会にあっては，逆

に人々の意にかなうものとして唱道 され，

広 く受け入れられているのです。
.
私たちはこ ういう類 の邪悪 な教 えや 習慣

によって欺かれた り，堕落 させ られた りし

てはならないし， その必要 もあ りませ ん。

自分が何者であるか を思い起 こし，.またそ 、

うした教えや習慣 を識別 し遠ざけるために

主が授けたもうた手段 を用いるな らば，動

じることはないでしょう。

次のことを肝に銘 じてお きましょう。.

私 たちは朽ち行 く骨肉の体に不滅の霊を

宿した，霊の結合体であるとい うこ と，

私たちは不死不滅の天の両親の霊の子供

であるとい うこ と，.

私 たちがこの死すべ き現世にある第一の

目的は，主 が命 じた もうたことを行な うか

どうかを試 されることにあるというこ と，

(アブラハム3：25参 照)
き つ こ う

私 たちはこの現世にあって，拮抗するふ

たつの力，すなわち，.ひとつはサタン之そ

れに追随する者たち， そして もう一方はキ

リス トとそれに従 う者たちの影響下にある

とい っこと，

私たちはこれ らのふたっの力の影響を受

けており，「万人に為 したもうメシヤの大い

なる賢い仲裁によって自由 と永遠の生命 と

を選ぶか， または悪魔は万人が 自分 のよう

にみ じめになることを求めているか ら，そ

の束縛 と力 とに由って定まる束縛 と死 とを.

選 ぶか」(IIニ ーファイ2.：27)は 自由であ!

る ということです。

.何が菩で何が悪か を判断 しながら物事 を

選択す ることが，私たちがこれから永遠に

繰 り返 してい く決断の中で も最 も重要な事
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柄 であ るということを心に留めてお くこと

は大切 なことです。

私 たちのこの世から永遠 にわたっ.ての幸

不幸は，そ うした選択 に依存 しているので

す。..

父 なる神 と，その愛子である私たちの贈

い主イエスrキ ・リス トは， 多くのことを自

ら決定 していかなければな らないこの現世

に，善悪 を区別す る手段 を与えずに私 たち.

を置 くとい うことはされませんでした。 こ

れは当然の ことです し，理 にかなったこと

で もあ ります。神が私 たちに.授けたもうた

手殺 とは.みたまの声です。そ.し一と，それに

どう耳を傾けるか とい うことが，私たちに

課せ られた責任 なのです。

主はそれにつ いて塗のように述べておら

れ ます。

「われ今汝 らにrr?の 誠 命を与えて汝ら

自らを警め しむ。すなわち汝 ら永遠の生命

なる言に勉めて心 を留めよ。

そは，汝 ら神 の'口よ り出るすべての言に

よりて生 くべければな り。

主の言葉 は真理に して， およそ真理 なる

ものは光な り。およそ光なるものはすべて.

『みたま』.にして，すなわち歪千 ス智 キ リ

ス トの1み たま・ な1)・
.想}1ご

『み嫁 ・は世に来硫 らゆ る人列 ・茸

を与え，1また 『みたま』はそめ声 を聴 く全

世 界ああらゆる人々 を.照すな り』

この 『み準ま』の声を聴 くすべ ての 人は

.神に来る6.すなやち近御父の許に来るな.ウ・・
徽 批 の者に題 ら噺 に結びで嘩 酌

頃 ま1・し誓約を轍 たも.う.・鴫 て・◎

薯 約鰍 らのため嘩 認頃 ま』∫レ・砂 を

れども なだ鰍 ら勉 め呪 なら沸 ま モ
た全甥 勉 め偽 睦 ま吐 な'り・

..
されど全世界ゐ人々.は罪の中に伏 し，暗



噛

黒 と罪のかせ とに うめ き苦 しめ り。

これに由 りて汝 らは，彼 らが罪のかせの

下にあることを知 るを得 。ぞは彼 らわグ許

に来 らざるによ りてなり。

およそわが許に来らざる者は罪②かせ の

下にあればな り。

またわが声を受け入れ ざる者はわが声 を

知 らず，故にわれに属ける者にあらざるな

り。

これに由 りて，汝 ら義 しき者 と悪 しき者

との区別 を知 り得ん。然 も，全世界の人々

は今なお罪と暗黒との下に うめ くの を知 り

得ん山(教 義 と聖約84：43-53)

モ ルモンは善悪 を見分けるにはどうした

らよいか をは っき り述べています。

「それであるから
，私の愛する兄弟たち

よ。慎んで悪い.もの を神か ら出た と思って

はならない。 また善い もので神から出たも

のを悪魔から出た と思ってはならない。

私の兄弟たちよ。あなたたちは善悪を判

断す る自由 と権利を与えられているばか り

で な く，その判断の方法は真昼 と.暗夜 とを

区別するように，過 りな く完全に知れるほ

ど明らか である。

すべての人々はみ な善悪の区別を弁 える

ためにキ リス トの 『みたま』 を授か る。 さ

て今私は判断の方法 をあな.たたちに教えよ

う。善 を行え とすすめ， またキ リス トき信

ぜ よとすすめるものはみなキ リス トの権能 ・

に よってその賜 ～4し.て来るのであ るか ら，

それが神から出たことは何の疑 いもな く充

分確に知ることができる。

これに反して悪 をぜ よ「と説 きすすめ乳.ま

たキリス トを信ぜずこれを否定 し神に事 え.

る なと説 きすすめ るも.のは何で もみな悪魔

か ら出たと言 うこ.とは，何の疑いもな.く充

分確に知 ることができる。.なぜ.ならば，悪

魔 とその使いたちまた 自分から悪魔に従 う

者 たちは， この ように働 いて誰一 人にも決

して善き}こと脅せ牢とすすめないからである。

さて私の兄弟たちよ。あ なたたちは判断

をす るに用いて力ある光，すなわちキ リス

トの光を知っているか ら判断を誤らないよ

うに注意せ よ。 あなたたちがほかの人を見

る時 と同 じ判断であなたたちも判断される

か らである。

それであるから兄弟たちよ。私はあなた
`
た ちが善悪 を弁 えるためにキリス トの光 を

もって熱心に探す ことを乞い願 う。あなた

たちが もし一切 の善 いことをつか.んでこれ

を拒 まなければ必ずキ リス トの子 となる。」

(モ ロナ イ7：14-19)

古 今 を問わず，こ うした聖典の中の教 え

に照 らして考えてみる.と，次のごとがわか

ります。すなわち， イエス とその予言者 た

ちの教 えをよ く学ぶならば，心の正直な人

なら.だれで も，.私が今述べてきた堕落 した

行ないが主の 目には非難されるべ き忌まわ

しい ものであるこ とを理解す るだろうとい
ド 　 　 　　 　 ア ココ レ ニ ら 　ピ 　

うことです。 それは・.十 戒や 山上の畢訓・γ

近代の啓示に一致 しな陸ことがすべて非難

され るの桐 じです・
。、

平安ばイ.エスとその予言者 たちめ教 えを

学び，`実践 し， またキ リ.ス1.卜，のみだ まの導

き締 別 して・そ.れによく恥 傾け う批

の中に存在 します。そしてキリス トのみた

まは.「世 に来る..あ.らゆる人々に光を与え，

また 『みたま』はその声 を聴 く全世界のあ

らゆ6人 タ を照 らす タり。・..・

この.1(邪悪 で，：罪深い，汚れた行ないを

すべ て遠ざけ，)『みたま』の声 を聴 くすべ

.ての木は神妹 る・.す帥 ち・徽 の融

来 るな り。」(教 義 と聖約84：46-47)
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個人 に与 え られ る啓示 を

受：け るには

十二使徒定員会会員

プルース ・R・ マッコンキー

私 はここでみたまに関す る事柄につ し'て・
また私たちが 「自己の救の達成に努め」

(ピリピ2：12)， この世では神の王国の立

派な一員 となり，後の世 では永遠の報 いを

受けるにふさわしくなるために欠かせ ない

基本的な事柄 につ いて話 したいと思います。

また個人に直接与えられる啓示 を受け る.こ

とに触れて， どうしたら個々の教会員がこ

の業が神のみ業であることを知 り，みたま

の ささやきを心 と霊に受けることができる

のか， さらに示現 を.目に し，天使 と語 り，

主のみ顔を拝 し，あ らゆ る時代において忠

灘

灘

麟

鍵
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実な人々の上に注がれてきたすべての知識

と知恵 とを得 ることができるのか， それら

の方法について話 してみたい と思います。

私たち主の民は，末 日の啓示 を信 じてい

ることを口癖の ように言います。天が開か

れ，神が私たちの時代に語 られ，天使が人

人に恵みと導きを施 し，示現 と啓示が存在

し，そ して古代の人々が受けていた賜が と

どめおかれることな くすべて私 たちに与 え

られていると宣言 しています。

しか し，私たちが このように話す時， そ

れはジョセブ ・ス ミスやブ リガム ・ヤング，

あるいはスペ ンサー ・W・ キンボールの体

験を念頭においているのが普通 です。私 た

ちは使徒や予言者について考えています。

彼 らのことを思 い浮かべ，啓示の原則によ

って管理運営されている教会について考 え

ているのです。

私 たちが属 している組織は，文字通 り主 .

の王国であ り，主の王国は私たちに 日の光

栄の王国に昇栄する備えをさせ，その資格

を得 させ るこ とを目的 としています。 しか

もこの教会は啓示によって導かれ ます。こ

れ らのことに疑問の余地はあ りません。私

は使徒の職にある兄弟たちの集会で，幾度

か地上における神の予言者がへ りくだって

燃えるような証 を述べるの を聴 きま した。

その中で予言者は，私たちを隔てている幕

が薄いこと，主が教会の諸事 を導いておら

れること，そ してこの教会が主の教会であ

り，主がそのみ こころを私たちに顕 わされ

るこ とを証 しました。

この教会 を導 く大管長には霊感が与えら

れ，教会 はその務め を果 たしつつあ ります。

主が望んでお られる道をたどって教会は進

歩発展し，その結果，私たちの力の及ぶか

ぎり急速な勢いで，主のメッセージが世 界

中の神の子供 たちに伝えられ，王国の一員

であ る私たちが 自らの生活 を清めて完全な

もの とし，今 もとこしえに も至上の祝福を

受け るにふさわ しい状態に到達できるよう

になったのです。

しか し，啓示は地上における神の予言者

に限 られた ものではありません。教会幹部

だけが永遠の示現を受け るわけではないの

です。啓示はすべ ての人が受け るべ きもの

です。

神は人を偏 り見る御方ではありませんか

ら，神の前ではすべての人が，指導者 とし

て召 されている人 とまったく同 じように貴

重 な存在 です。神は永遠普遍の律法に基づ ・

く様々な原則に よりみ業 を進めてお られま

す。 したがって，その律法に従 う人であれ

ばだれでも啓示 を受けるにふさわしい者 と

な り， キンボール大管長が知ってお られる

ことを正確に知 り，一ジョセブ ・ス ミスのよ

うに天使 と語 り，霊 にかかわるあらゆる事

柄に対 して完全に心 を調和 させ ることがで

きるのです。

予言者 ジョセ ブ ・ス ミスは次のように述

べています。

「自分以外の人が味わった経験や啓示を

い くら読んで も，それは私たち自身が置か

れている状況や神 と私たちとの関係につい

て真の理解 を与 えて くれるものではない。

この ような事柄に関する知識は，神がこの

目的のために定め られた律法を体現するこ

とに よってのみ与えられるのである。5分

間 目を天 に向けでいれば，その件について

これ までに書かれた ものをすべて読んだ場

5



合に得 られる知識以上の知識が得 られるで

あろう。」(7初6痂 ㎎s(ゾ 漉6Pmρ ぬ哲ノbsθ助

S〃Z肋 「予言者ジ ョセブ ・スミスの教え」

P.324)

今 私 たちが考えていることは，個人が直

接啓示 を受けるこ とです。つ ま り， 自分が

抱 えている問題について，あるいは教会に

関することについて， 自分 自身で主のみこ

ころとみ旨を知 るのです。

知識には，知的なもの と霊 的な ものの2

種 類があります。学校で学ぷ知識は主に知

的な分野に属 しています。 このような知 識

は，おそらく知覚 を通 して理性に よりもた

らされるで レよう。
'これは絶対に欠かす ことのできな

い大切

な事柄 です。私 たちは，進歩成長 して悟 り

を開き，生活 を向上させ たいと願 うすべて

の人々に対 して，知的な分野の知識を増 し

加えるようにお勧め しています。

しか し，私が提案 したいこと'は， もっと

多くの時間を霊的な知識を追求す るために

用いる必要がある とい うことです。霊的な

物事 を取 り上げる場合，それは単 に理性や

知覚によって得 られる ものを対象にしてい

るのではあ りません。私たちは，啓示につ

いて考えているのです。私たちは霊の波長

を神の永遠のみたまに合わせ るこ とによ り

神に関する知識に到達 しますが， どうすれ

ばその ようになれるのか，その方法 を習得

す ることについて考えてい るのです。これ

こそ，個 人に啓示が もたらされる経路であ

り，方法です。

もしある人が知 的な分野における知 識だ

けをもとにして教会や教義上 の諸問題につ

いて評価を加 えるなら，私はあまり関心 を
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持 ちませ ん。霊的な事柄はすべて，私た ち

が理性 を通 して獲得 した知 的な事柄 と完全

に調和しています。 しか し，双方が比較検

討 された場合，重要なのは知的な事柄では

な く，霊的な事柄 です。神に関す る事柄は，

神のみたまによってのみ知ることがで きる

か らです。

教義的な事柄 を理性で解釈 でき・るのは事

実 ですが，宗教 を生活の中に溶け込 ませ る

には自らの身 と霊 をもって何か を感 じ取 り，

心 を常に変革 し，聖霊によって 「新 しく造

られた者」(IIコ リン ト5：17)に な らなけ

ればな りませ ん。幸 いなことに，すべての

教会貝にはその機会が与えられています。

なぜ なら，教会員はバプテスマの後で 「聖

霊の賜」 を受けるからです。これはその人

が義 し く忠実であ ることを条件に，神会の

御一方である聖霊 を常に伴侶 とする権利が

与えられるとい うことです。

さて私 たちには啓示 を受け る権利があ り

ます。すべ ての教会貝には聖霊か ら啓示を

受ける権 利があるのです。天使の訪れ を受

け，永遠の示現を見， そして予言者が実際

に神のみ顔 を拝 したよ うに神 を仰 ぎ見 る権

利があるのです。

予言者 といえば，私 たちは教会や世の中

の行 く末について告げる人 と考えます。 し

か しすべての人は自分 自身 と自らに関係す

る事柄に対 しては予言者であるべ きです。

モーセは次のよ うに述べています。「主の民

がみな予言者 とな り，主がその霊 を彼らに

与 えられることは，願 わしいことだ。」(民

数11：29)

またパウロは，「預言す ることを熱心 に求

めなさい」(1コ リント14：39)と 勧め てい



すべての教会員は，示現を目にし，天使と

語り，主のみ顔を拝し，そしてあらゆる時代

において忠実な人々の上に注がれてきたすべ

ての知識と知恵を得ることができる。

、

ます。

すなわち，個 人的な事柄 に関 しては全身

全霊 を尽 くして予言の賜 を求めるべ きであ

ると勧告 しているのです。

ではここで予言者 ジョセブ ・ス ミスが受

けた啓示 を2，3引 用 してみましょう。こ

の中にはあ る公式が示されています。私た

ち一人一 人はこの公式にあてはめることに

よって，神に関する事柄 をみたまの力によ

り知 るようになるの です。主は次のように

述べ てお られます。

「然り
，見よ，われ今汝に来 りて汝の心

の中に留るべ き聖霊 によりて汝の智 と情 と

に告げん とす。 そもそも，見よ，これは啓

示り 『みたま』 なり。」(教 義 と聖約8：2

-3)

この啓示 は，みたまがみたまに対 して語

るということ，すなわち聖 きみたまが私た

ちの内にある霊 に語 りかけるとい っことを

示 しています。その方法は人智 をもってし

ては不可解ですが，みたまをもってすれば

単純明解です。霊的な理解力に よって知識

や知性，真理，そ して神に関す る確かな知

識が もたらされ るのです。これはすべての

人に適用 されます。

「神はその聖 き 『みたま』により，すな

わち聖霊の言い尽 し難 き賜によ りて，世の

始めより今 日に至るまで嘗て表 したまいし

ことなき知識 を汝 らに与えたまわん。

これこそ，わが先祖 らの末の世に顕 され

んこ とを熱心なる期待 もて待ち望み しもの

にして，彼 らの栄光の完全に顕れんため保

存 し置かれ しと天使 らによりて彼 らの心に

示 されたるものな り。」(教 義 と聖約121：

26-27)

これ は栄光にあふれた聖句で， しか も教

会員一人一人に対 して語 られたものです。

言い換えれば，皆さん方個人への直接の啓

示なのです。

「主か くの如 く言 う
。主なるわれはわれ

を畏 るる者に恩恵 と憐み とを与 え，終 りま

で義 しく且つ真実にわれに仕 うる者に誉れ

を与 うるを喜ぶ者な り。……

われは彼 らにすべ ての奥義，すなわち昔

より今に至 り， またこれよ り永 き未来にわ

たるわが王 国のあらゆるか くれたる奥義 を

知 らしめ， わが王国に就けるすべてに関す

るわが旨を知 らしめん。……

そはわが 『みたま 』によりて彼 らの覚 り

を開 き，わが能力に よりてわが意の秘密 を
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彼らに知 らしむればな り。すなわち，誠に

人の目いまだ見ず，人の耳いまだ聞かず，

人の心にいまだ入らざるものをも知 らしむ

と。」(教 義 と聖約76：5，7，10)

す.でに述べ たよラに，私た ちは天使 と語

り，幻を見，示現 を受 け，主のみ顔 を拝す

ることができます。 これにつ いてひとつの

約束があ ります。

「誠に，主か くの如 く言 う。その罪を捨

ててわれに来 り，わが名 を呼ぴ，わが声に

従い，わが誠命を守るあ らゆる人々は，わ

が面を見てわれ在 るを知 ることあらん。」

(教義 と聖約93：1)

予 言者ジョセブ・スミスのことばによれば，

私たち王国の長老が信仰 と.義において一致

結束 し，永遠の示現 を受 けるにふ さわしく

自らを整えるならば，いつの時代にあって

も，今 日にで も幕は開かれ るのです。 ジョ

セブ ・ス ミスは次のように述べています。

「救 いは啓示 なしには得 られない
。だれ

でも啓示な くして教 えを施す ならば，それ

は空 しいことである。だれでも予言者 とな

らずにイエス ・キ リス トの道 を説 く者 とな

ることはできない。 イエスに対する証 を持

たずにイエス ・キ リス トの道 を教える者に

はなれない。 これが予言のみ たまである。

救いが教 え説かれたのは証に よってであっ

た。今の世の人は天国と地獄について証す

るが，彼 らはどちらも見たことが ない6だ

れ も啓示によってもたらされる証な くして

これらの ことを知 ることはで きないのであ

る.。」(「予言者ジ ョセブ ・ス ミスの教 え」p.

160)

私 た ちには啓示を受ける権利があ ります。

個人に与えられる啓示は，私たちの救いに
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不 可欠なものなのです。 このことについで

聖典には数 々の出来事が記されています。

ニーファイは次のように記録 しました。

「もし汝 らその心をかた くなにせ ず
，答

えを受 くと信 じ， 固き信仰 を持ち，わが誠

命 を勤勉に守 りてわれに願 わば必ずこれ ら

のこ とを汝らに示 さるべ し。」(1ニ ー ファ

イ15：11)

非常 に有能な宣教師であったモーサヤの

息子 たちについて， モルモン経には次のよ

っに記 されています。

「この兄弟たちはまことに正 しい埋解 を

もっている者たちで，.神の道を知るため に

熱心 に聖文 を研究 したか ら，.すでに真理 に

ついて深い知識 を括つようになっていた
。

そればか りでなく，かれ らは非常に熱心に

祈 りと断食とをしたか ら 『予言のみたま』

と 『啓示のみたま』 とを受け，その教えを

宣べ るときには神に授か った権能 と威勢 と

によって教えた。」(ア ルマ17：2-3)

も うひとつ 引用 しましょう。これは予言

者ジョセブ ・ス ミスの言葉です。

「人は啓示のみた まの最初のささや きを

自覚 しただけで祝福を受ける。例 えば聖い

知識が心に流れ込むのを感 じた時， あなた

の心にはいろいろな考えが閃光 のように次

か ら次へ と浮かんで くるだろう。そ してそ

れがその 日の うちに実現す ることを知るの

である。すなわち神のみたまによりあなた

方の心に示 された事柄はその通 りになる。

そ して神のみたまが どのようなものか知 り，

理解する時， あなた方は啓示の原則 を自分

のもの とし，やがてキ・リス ト・イエスにあ

って完全な者 となるであろう。」(「予言者 ジ

ョセブ ・ス ミスの教え」p.151)



、
.

聖典 は啓示の豊庫です。予言者たちはこ

のこ とについて多くのことを語 りました。

すなわち，私たちには霊的な経験が必要で

あ り，神 との個人的な交わ りが必要である

ということです 。私たちは，「5分 間だけ天

を見つめなさい」 と言った予 言者ジョセブ・

ス ミスの言葉に従 う必要があるのです。

宗教 とは，個人の生活の中に聖霊 を取 り

入れ ることです。私たちは研究 を重ね，そ

の上 で評価 を行なわなければな りません。

研究 を通 して，霊的な心の状態 をもたらす

基礎 を築 き上げ るのです。そ うすれば，つ

いには私 たちの身 も霊 も神のみ たまによっ

て奮 い立つ ようにな ります。

個人の啓示を受け るための公式について

お話 してきましたが，この表わ し方にはい

ろいろあるか と思います。 しか し，私の場

合は次のように簡単 な公式にまとめること

ができます。

1.聖 典 を研究する。

2.戒 め を守 る。

3.信 仰 をもって願い求める。

だれで もこの3つ のことを行 なえば，主

と心が調和 し，静か な細い声によって，永

遠の原則を心に刻み込むことが できるで し

ょう。そ して進歩成長 して神に近づ いてゆ

く時に，天使 と語 り，示現 を見，つ いには

神のみ顔を拝する日を迎えるこ とができる

のです。

宗教は霊に関す る事柄です。研究につい

ては知性を十二分に用いればよいで しょう

が，最後の段階では主 と心 をひ とっにしな

ければな りません。

人がまず第一 に得 る必要 のある大切 な啓

示は， この教会が神 の教会であることを知

ることです。私たちはそれを証 と呼んでい

ます。 ひとたび証 を得 ると，その人はみた

まと波長 を合わせて啓示 を受ける方法 を会

得 します。 また， そのように心を調和 させ

ることにより，個人的な事柄について直接

導 きを受けることができるようになるので

す。そして， この賜 を心ゆ くまで享受 して

進歩する人は，ジ ョセブ ・ス ミスをはじめ

あらゆる時代の予言者たちが受けてきた永

遠に関する啓示 をすべ そ自分の ものにする

ことができるのです。

皆 さんも私 も， ある程度啓示を受けてい

ます。私1ヰこの業が真実であるとい う啓示

を受けました。 したがって，私はこの業が

真実であることを知 っています。私が この

ことを知 っているのは，勉強や研究による

のではな く，聖 きみ たまが私の内なる霊に

語 りかけ，私に証を与えて下さったことに

よるのです。その結果，私は主よ り認め ら

れた僕 として皆 さんの前に立ち， イエス ・

キ リス トが神の御子であられること， ジョ

セブ ・ス ミスが神の予言者であ り，スペン

サー ・W・ キンボールが今 日の予言者 であ

ること， そして末 日聖徒 イエス ・キ リス ト

教会が全地の面における唯一 まことの教会

であることを証 できるのです。

さらに， これ まで述べ てきたことに関連

して，私は次のように証す ることができま

す。神の律法に従い，聖典 を研究 し，戒め

を守 り，信仰をもらて願い求め る入は，す

べ て神から直接啓示 を受けて， この地上に

おいては身も霊 も大 いなる栄光 と満足を得，

い と高 きところの 「す まい」においては究

極の救いを得ることができるのです。
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バ プテ スマ を

40年 待 ち ま した

ベ シ ー ・ リ ー パ ー ・ヨ ー カ ム

私 は・18歳 で結婚 した時には聖書 をβ禺か

ら隅 まで読んでいました。幾っか教会

に通 ったこともあ りま したが，ここぞ と思

.う教会は見つか りませんで した。毎 日聖書

を勉強 し，週1回 は断食し，.救い主が教え

ていらっしゃる原則に一生懸命従 っていま

しな。そして本当の福音を私に教 えて下さ

る方が現われるようにといつ も主に祈 って

いました。

1920年 代 のある日のことです。その当時

私には4人 の幼 い子供がいました。家の近

くの学校に宣教師が 「信仰箇条」 と題 した

パ ンフレットを置いてゆ き，ひ とりの 男の

子がそれを私の ところに持 ってきて くれた

のですgそ の子の話では， その晩礼拝が行

なわれ るということでした。夫が興味 を示

さないので私は行 きませ んでしたが，パン

フ レットはよく読み，モルモン経で言及 し

ている聖書の箇所 を全部調べ ました。それ

か ら， ソル トレー ク ・シテ ィーの教会本部

へ手紙 を出 し，モルモン経 を注文 しました。

教会か らは1冊 のモルモン経 と何冊 も")パ

ンフレットが送 られて きました。私はモル

モン経を2回 読み終えて3度 目に読んでい
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～

る時，それが真実だと悟 りました。まこ と

の教会を見いだしたのです。キ リス トが生

きてお られ，本当に神の御子だとい うこと

がわか りました。それ を知った時，私はま

ず世界中の人に話 したい とい う衝動 にか ら

れ ました。

そこでモルモン経 を夫の姉にあげたので

すが，彼女は全然関心 を持 ちませんでした。

さらに悪いことにジ姉は教会につ いて良 く

ないことを聞いてそれを信 じ込んでいたの

で，夫に告 げ口をしてきました。夫は私か

らパンフレッ トを全部取 り上げて焼 き捨て，

子供 をそのような宗教 で教育 してはならな

い と言いま.した。私は長年求め続けてきた

ものが 目の前で取1)去 られようとしている

のに動転 し， こ.の問題について教会本部に

手紙 を書 きました。それに対 していただい

た忠告は，待 ちなさい ということでした。

一 日一 日を立派に生活すれば
，いつかはバ

プテスマへの道が開けるでしょうというの

で した。夫の同意が得 られなければ，妻 に

バプテスマ を施すことはできなかったの.で

す。

私はモルモン経はもちろんのこと，教会

に対 して賛否両方の読み物 を手当た りしだ

い読みました。そ して証 は大 きくな りまし

た。そんな時に家が火事 になってモルモン

経 を焼いてしまったのですが， もう一度注

文することはできませんでした。で も，所

帯道具 を買い直 した時，私が最初に購入 し

バプテスマ を40年 待 ちま した

た品物の中には聖書が混 じっていました。

それを見て私の母は，「希望 を捨ててはいけ

ないよ」 と言って くれました。

次に教会 と接触 したのは1940年 代 で，子

供は6人 になっていました。130キ ロ ほ ど

離れたテキサス州ワコにいる妹の所 を訪れ

たのですが，彼女の友達の中に末 日聖徒が

いるという話で，その人のつてでワコにあ

る小さな支部の 日曜学校 と聖餐会に出席す

ることがでぎました。女性の宣教師がモル

モン経を下さ り，私は勇気を出して.す で

にそれぞれ結婚 して.子供がいる自分の娘た

ちに福音②ことを話 しました。

系図を知 ったのは この時の ことで した。

それから20年 間，教会とまったく接触のない

毎 日でしたが，証 を保ち続けてこられたの

のは この系図活動のおかげです。私は，神

様が先祖のために何か をする機会を与えて

下 さっ.たことをいつ もあ りがたい と思いな

が ら，満 ち足 りた気持ちで系図の仕事 を続

けました。

また，上の3人 の息子 たちが1945年 に 第

2次 世界大戦から無事で戻ってこられたの

もあ りがたいこ.とで した。しか しその少 し

後，16歳 の息子 ロバー ト・リーが，兄たち

と一緒に父親 を手伝って小屋を移動 してい

る時に，感電 して死んで しまいました。そ

の夜，私は横になってその事件のことを考

えなが ら，何度 も自分に問 いかけ ました。

「信仰 しているのに何 とい うことでしょう。
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バプテスマ を40年 待 ちま した

家族は守 られ ると信 じていたのに・…・.・。そ

れなのに，ロバー ト・リーは棺の中にいる。」

すると静かなはっきりとした声が聞 こえ

てきました。「.ロバー ト・リー は守 られてい

ます。大丈夫です。」その時私は，.天父はい

つ も私たちの望み通 りの答 えを与 えられる

わけではないけれ ど」必ず私たちの祈 りに

答えて下 さるということを知 りました。.私

の証はまた強 ぐな りました。

1963年 に なると夫が病いに倒れ，その後

2年 間入退院を繰 り返 しました。私はある

日もう一度勇気 を振るい起こして，モルモ

ン経 を読んでどんなものか 自分で知 って.欲

しいと夫に勧めました。す ぐに，「知 ってる

よ，これ以上いいよ」 とい.う返事 が返って

きましたが，私は引き下が りませ んで した。

1「いいえ
， あ.なたは人から聞いた ことしか

知 りません。聖書が東の世界の福音である

ように，.モルモン経は西の大陸の福音 なん

です6人 々が邪悪であ ったためにごの大陸

に下 された大 きな災難につ い.て書かれてい

るんです。」

とうとう夫は言いました。「そうか，ふた

つの本はきっと似 たよっな ものなんだろっ

ね。」』でも夫はモルモン経を読みませんでし

た。私はそれ以上何 も.言い ませ んでした。

病気が再発し，夫はまた病院に戻 ること

にな りました。そ してある.晩，昏 睡状態に

陥 りました。午前5時 頃に小康 を得 ると，

夫は私の手 を握 って尋ねました。「ベ ッド

.12

の 足の所にすわっている女の人が見えるか

い。」私が 「いいえ」.と答えると，.また聞き

ました。「この人たちと話 してもし}いか な。」

私は， 夫を霊界に迎えるためにすでに この

世 を去った家族や友人たちが来ているのだ

ろうと思い，夫の死期が近づいたことを知

って，いいですよと返事 をしました。

すると夫は，「私は死んでいくが，この世

を離れてか ら福音 を聞 く機会 に 恵まれれ

ばいいが……」.と言い まし.た。.私は何 も言

えず， ただ心 で祈 るだけで した。そして夫

がついに回復 された福音 を聞 く気持ちにな

って くれた ことを感謝 しました。

夫の死後1カ 月 してヅ私はバプテスマ を

受 けました。そして1年 後にソル トレーク・

シティ』へ行 き，夫 との結び固めを受 け，

息子の ロバー ト・リー を私 たち夫婦に結び

固めました。現在生 琴ている子供.たちのほ

とんどは，私が回復された福音の話をする

前にほかの教会に加 入 していました。

私は福音の証 を得てか.ら40年 ほ ど経 った

1965年 に69歳 でバプテスマを受けましたが，

その間私の証は少しも揺 らぎませんで した。

信仰 を持 ち，祈 りを捧げ，福音 を真面 目に

勉強 したおかげで，.証を保 ち続けるζとが

できました。私は真の福音 を.見つけたので

す。今 も，.イエス ・キリス トが世 の救い主

で， この教会の頭でいらっしゃることを心

から証 します。



コ ミユニテ ィーカレッジの教師 をしてい

るデビッ ドは，奥 さんがな くなった時，

奥 さんの枕元にいました。闘病生活の短い，

思いがけない死 でした。シ ョックや悲 しみ

の中で，デ ビッドに とって一番気がか りだ

ったのは7人 の小さい子供 たちのことで し

た。病院は家か ら少 し離れていたため，彼

は以前監督だった人に電話 をし，家族に知

らせ て くれ るよう頼み ました。その友人は

家族 に今何が起 きて，家族の生活に とって

それが どうい う意味を持つのか を，冷静に

あ りの まま，福音の教えに基づ いて子供た

ちに話 して聞かせ ました。

それか ら数 日間，子供 たちは父親や身近

にいる人に 自分の不安や心配を打ち明け ま

した。 しか し彼らは，信仰 を持 った周 りの

入たちか ら落着 きや平静 さを感 じ取 って，

母親の霊が まだ生 きていていつかは肉体 と

結合することを知 り，母の死 とい うものを

受け入れるようにな りました。母親 とまた

子供 に 「死」 を

語 リ聞か廿る こと
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会 えること， 自分たちのこ とを思 う母親の

愛情は変わらないことも知 りました。

本当にあったこの話 と似たような話を，

肉親を失った多くの家族か ら聞 きます。め

ったにはないこうした境遇 に直面す る時，

福音が与 えて くれる希望 は， どんなにあ り

がたいこ とでしょう。回復された福音の教

えは，こ ういう時に計 り知れ ない祝福 とな

るのです。

私は合衆国中西部の町で伝道 していた時

に13人 の子供がいる家族 と出会いました。

子供 さんたちは成人 してみんな家 を出てい

ましたが，愛が通い合 う仲の良い一家でし

た。亡 くなった人を除いた12人 の子供の内

の10人 が，母親の家か ら2丁 と離れない所

に住んでいました。その母親が亡 くなった

時，悲しみに沈む子供 さんた ちが私 たちを

呼んで救いの計画について話 して くれ るよ

うに頼み ました。私 たちが話を始めると，

悲しみが真剣なまなざしに変わ り，やがて

主に対する感謝に変わ りました。

啓示 された真理 は力 と希望 を与えてくれ

ます。 しか しそれでも，愛する肉親 を失 う

ことは克服 し難い辛 い経験です。私の妻が

学齢前のふた りの子供 を残 して亡 くなった

時，私は子供に妻がいないこ とを納得させ

るのに指針を得たい と思いました。その時

わかったことを幾つか挙げてみたい と思い

ます。

1.前 世，霊 界，復活の概念をわか りや

す く教えること。神殿の結 び固めのことを

話 したら，子供 たちは家族がやがて再会す

るといっことを理解 しました。また教会歴

史や家族の記録，個 人の記録などから信仰
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を強めて くれる良い話 をしましたが，それ

に よって母親 とまた一緒になれるのだとい

う信仰 を子供 なが らに強 くしたようです。

2.上 記のような話 し合いがあると，残

された人たちに対す る子供の見方を歪めた

・り
，不要 な心配 を招いた りするような説明

を しないですみ ます。亡 くなった妹は 「あ

ま り良い子でこの世に置 いてお くのが もっ

たいないか ら次の世に行 ったのだよ」 と聞

かされたら，生 きている人たちは良い人で

はない と思い込むか もしれませ ん。死んだ

おばあさんを 「ただ眠っているだけだよ」

と説明すれば，子供は床に入るのを怖がる

かもしれ ません。

3.大 人の冷静 さが子供に影響 を与 える

ことがわか りました。親が死 というものを

避けられない ものであるが それで終 わ りで

はないと受け止めれば，子供 もそう受け止

めます。.、親が悲しみのあま りす ぐには子供

に話ができないな ら，平静 さを取 り戻すま

で家族㊥だれかか友人が話 してあげるとよ

いでしょう。

しか し，悲 しい気持ちを隠す必要はあ り

ませ ん。ある母親が夫の死に打 ちのめされ，

自分では話せ ないので，子供たちの叔母に

あた る人に話をしてもらうように頼みまし

た。予感に顔 をこわばらせ たふた りの娘 さ

んは，身 じろぎもせずに知 らせ を聞 きまし

た。平然 とした風で涙 も見せない叔母に，

彼女たちはあとず さりす る気配 でしたが，

叔母が こらえきれずに泣 き始めるとゴ少女

たちは叔母 の肩 を抱いて一緒に泣いたので

した。悲 しみは軽 くな りました。

親が素 直に自分の感情を表わせば，子供
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たちには悲 しむのが自然で， しか も望 まし

いこ とがわかるでしょっ。

4.子 供たちの不安 を取 り除 くのに一番

良かったのは，'じっ くり話 を聞 くこ とだっ

たと思います。泣 きたかった ら泣かせてあ

げ，自分 を責め る気持ちがあったらそれを打

ち明けさせて下 さい。片親 をな くした子は，

残 る片親が まだ 自分を愛 していて， 自分 を

ひとりぼつちにはしないこ とをはっきり知

りたいか も知れ ません。簡単に，・率直にそ

れを言ってあげるだけで子供は満足 します。

5.話 すことも大事 ですが，言葉ではな

いことの方が もっと重要だ と思いました。

真心のこもった声， 温かい態度， しっか り

と抱 きしめてあげることな ど，言葉には表

わせない深い思いをそ うした行動 によって

伝 えるこ とができます。

6.子 供たちの気持ちを紛 らすために，

水泳 とかキャンプ とかスポーツ どか，楽し

い活動 をさせてあげる必要があ ります。友

人や身内の人 との触れ合いは とりわけあ り

がたいものです。ペ ッ トも気持 ちを明 るく

して くれ ます し，感情のはけ口 として も安

全です。

7。 亡 くなった人の思い出を大切にする

ことが大事 です。親の死 を子供に しっか り

納得 して欲 しいと願 う一方 で，良い思い出

は忘 れないで欲 しい と思います。家族の写

真 を見たウ，質問 した りしなが ら，故人に

対する感謝や理解が深 まってい くのだと思

います。

8。 もし子供 の不安や罪の意識や虚脱状

態が続 くようであれば，専 門家に相談 した

方が よいでしょう。ただ し，.福音の教 えが

わかっていて，それに則って話をして くれ

る人であることが条件 です。

人の死に遭遇 した時に以上のことは役立

つ と思いますが，身近な人の死に直面す る

以前か ら子供にその用意をさせてお く方法

もあ ります。家庭の夕べで死についてみん

なで話 し合 った り，友 人や遠い親類に不幸

があった時に取 り上げて話 し合 うこともで

きます。大 きな子供であれば，葬儀に出て

死に対する認識を持つ こともあるで しょう。

動物の死からも教え られ ます。私の息子

のジョナサンは，以前ヘ ビの死骸 を持 ち帰

ったことがあ ります。彼はヘ ビを生き返ら

せ ようとして， ちぎれた尾に包帯 を巻 いて

いました。ヘ ビが死んでしまったらい くら

包帯 をして も生 き返 りはしないというこ と

を納得 させ るの にひと苦労でした。

肉親の死 を子供がいったん納得する と，

その信仰や回復力は驚 くほどです。私 の妻

が他 界した時，私たちの陽気な娘セ レンダ

が 「我が家の女主 人コになりました。セール

スマンな どが来てお母 さんを出して下 さい

と言 うと，「母はいないんです。天国にいま

す」 と答えたりしています。事実をずば り

口にす る率直 さに，周 りは もう舌を巻いて

います1

肉親 をな くしても順応が早い子供を見る

のは慰めですが， 自分は愛されていると感

じさせ，感情面で支 えてや ることはぜひ と

も必要 です。人生いつでもそうですが，イ

エ ス ・キ リス トの福音は生活の基盤 とな り，

復活や 永遠の生命への希望 を与えて くれる

のです。
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みんなで話そう

家族で話 し合 う時の提案



「月 曜の夜の家庭の夕べは・我が家では

かな り順調 に運 んでいます。テキス

トはレッスンの方向 を知 る程度に使ってい

ますが，家庭の夕べや家族で勉強す る時間

に上手 に話 し合いを始め るのが どうも苦手

です。

家族 でそろって楽 しむのは簡単ですが，

さて福 音の話し合いをしようとい う段にな

ると，みんなの口が重 くなるのです。」

あなたの家庭ではいかがですか。思いあ

た りませんか。

集会統合スケジュールのおかげで 日曜 日

に家族 で過ごす時間が以前よ り多 くな りま

したが，教会 ではそれ らの余暇を利用 して，

月曜の夜の家庭の夕べ以外に も家族で福音

を勉強す るよ うに勧めています。 しかし家

庭 の夕べのテキス トにそうしたレッスンが

余分に収め られているわけではあ りませ ん

か ら， どこに教材を求めたらよいか という

問題が出てきます。

当然のことなが ら，聖典が一番の資料で

す。それに教会の雑誌 も話 し合いの題材が

豊富です。「聖徒の道」の どの話をとっても

話 し合 いの材料にな ります。大管長 会 メッ

セージ，大会報告や説教，結婚や家族，個

人の必要，最近の教会のカ リキュラムやプ

ログラム，福音を 日常生活に応用する方法，

あるいは現代の聖徒たちの霊的な経験など，

様々な記事が利用 できます。

記事 を個々に， あるいは家族みんなで読

んだ後，それについて話 し合 い，質問 して

下 さい。年長の子供には，はいや いいえで

答 えられ る単純な質問を避け，思考や分析

を必要 とする質問 をして下 さい。特別 なチ

ャレンジや話題につ いて家族が率直に意見

を交わす場になると思います。家族が一緒

に，知 識や意見を交換 し，質問を出し，考

えをまとめ，提案 し，時には共通の結論に

達す ることもあるでしょう。

話 し合いの進行

しか し，話 し合いを始め るには どうすれ

ば よいでしょうか。また，話 し合いを進め

てゆ く時に，気をつけなければな らないこ

とはどんなことでしょうか。次に挙げる9

項 目(メ ルケゼデ ク神権MIA作 成，1974
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年地区集会用資料 「討論会の進め方 ：リー

ダーへの実用的な提案」 より抜粋)は ，家

族の話 し合いに も役立つ と思います。

1.話 しやすい雰囲気 を作 ること。非難

される心配がな く，だれもが自由に自分の

考えを述べ，みんなで話 し合 うことができ

るような雰囲筆が必要 です。みんなが同 じ

ように考えな くてよいこと，一人一人の考

え方が大切なことを家族に理解 させて下 さ

い。開会の讃美歌 と祈 りや，席の上手な配

置方法(円 に並べ るとよい)も ，雰囲気作

りに役立ちます。手 を挙げ させ るとか順番

に発言させ ることにこだわ らず， ざっぐば

らんな雰囲気に して下 さい。

2.独 創的な方法で始めること。「聖徒の

道」か ら聖句や記事や 説教 を取 り上げて話

し合 う時には，最：初にみんなで声 を出 して

読んだ り，めいめ いで読んだ りす るとよい

でしょう。 また共通点のあるものや物語，

興味を弓」く質問，体験談，ゲーム， クイズ，

あるいは教会付属図書館の教材(フ ィルム

ス トリップ，テー プ，地図，絵など)を 使

って話 し合いを始め るのもよいでしょう。

その際，興味を引 く導入方法が話 し合 いの

主題にすんな り結び付 くように， また家族

が話し合いの目的をはっきり理解 できるよ

うに気 をつけて下 さい。

3.話 し合お うとす る記事 を読んだ ら，

それを自分の家族に当てはめ ることができ

るように具体的な話に移ること。 たとえば，

記事の主人公につ いて話 し合いたいならば，

次のように質問す るとよいでしょう。主人

公は何 をしたで しょうか， この経験か ら何

を得たでしようか，態度は どのように変わ

りましたか， 自分が主人公の立場 であった
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らどうしたで しょうか， 同じような行動 を

取 りま頃 か・
，蛇 ・

また，記事の背景について話 し合いたい

ならば，次のように尋ねます。こうい う出

来事が起 きたのはなぜでしょうか;ほ かの

解決法があったで しょうか，私たちの家庭

がこのようになるには，あ るいはならない

ようにす るには， どうした らよいでしょう

か，な ど。

また，記事に対す る家族の反応について

話 し合いたい時には，次の ような質問 をし

ます。この記事 を読んでどう感 じましたか，

それによって自分 の生活や家族の生活が ど.

う変わると思いますか， この記事か ら何 を

学ぶ ことができるでしょうか，など。

記事 の中の考え方について話 し合お うと

する時には，次のように尋 ねるとよいでし

ょう。信仰 に対する筆者の考え方に賛成 し

ますか，あなただった ら信仰 をどの ように

定義 しますか，そう考 えるのは，何か特別

な経験 をしたか らですか， など。

進行係のあなたが，質問を全部 自分 です

る必要はあ りません。家族 に質問を出させ

て下さい。採 り上 げた記事や話 し合いにつ

いて どう感 じているか，意見 を述べるよう

に勧めて下 さい。

4.話 題 をひ とつに絞 ること。話 し合い

が主題かち外れないよ うに，穏やかであり

なが らきっぱりした態度を取るのがあなた

の責任 です。 しか し，、家族があなたの意図

しているこ とをすべて言い尽 くさな くて も，

あるいは話 し合いが考 えていたの と違 った

方向に進んだ として も，心配 しないで下 さ

い。それぞれの方法で主題に迫って，いっ

こうにかまわないのです。



5.ど の意見 も注意して聴 くこと。意見

の背後にある意味 も理解するように努め，

みんなにもその ように勧めて下 さい。そう

すれば，家族，特に小さい子供たちが 自分

の意見 も大切 であることを知 り，進んで考

えを述べ たい と思 うでしょう。

6.み んなを参加 させ ること。1，2名

に話 を独占させ ないで下 さい。おしゃべ り
1な
人の意見や性格に圧倒 されてお じけつい

て しまうような子供 には特 に気 を配 り，そ

の子 も自分の考 えを話せ るように励 まして

下 さい。全員に何か しら話す機会を与えて

下 さい。良い意見はほめ ましょう。

7.あ なたの役割が目立ち過 ぎないよう

にす ること。すべての質問に答 えよ とか，

どの意見に もひと言つけ加えなければなら

ないな どと考 えてはいけませ ん。出された

質問は家族に問い返 し，家族の考えや意見，

解決方法などを聞いて下 さい。概 して，司

会者がみんなの中のひとりとして溶け込め

ば溶け込むほ ど，ほかの入たちか ら活発に

意見が出るようです。

8.話 し合ったことを最後にま とめるか，

だれかにまとめさせ ること。出された意見

をすべ て繰 り返すのではな く，内容 を分析

するように して下 さい。 まとめが各 自の考

えを正 して反映 しているか，家族に聞いて

下さい6

9.話 し合 いを評価す るこ と。全員が自

由に意見を述べたか どうか，次の時にはど

んな点 を改善 した らよいか， 自分で考える

な り，家族に聞 くな りして下 さい。

話し合いへの参加

参加する人のために幾つか提案 を挙 げて

みましょう。

(1)自 分 の考 えを述べ質問に答えるとい

う責任 を受け入れ る。

(2)質 問 がはっきりしない場合や他の人

もよく理解 していないような場合は，

その質問の意味 を明確 にしてもらう。

(3)意 見か ら次の意見 までの沈黙の時間

を，いつで も埋めなければ悪いなどと

は考 えない。

(4)次 に 話す ことばか り考 えていないで，

人の話 をよ く聞 く。

(5)司 会 者や特定の人に向か って話すの

ではな く，家族全貝に向けて意見を発

表する。

(6)長 い発言をして時間をひとり占めし

ないこ と。

⑦ た とえ自分 と違 う意見であっても，

人の考 えは尊重する。口論を避け，平

静 な態度 を保つ。異議を唱えるべ きだ

と感 じた時 も，相手の気持ちを考え，

穏やかで友好的な態度で話す。

(8)話 し合 いが終 わった時に適切な結論

がま とまるように協 力する。

最 も大切なことは，・家族全員が話 し合し}

の 目的 を忘れないことです。その 目的 とは

家族が親 しきを増 し，福音につ いて学び，

信仰 と決意 を深め，そしていつで も心を開

いて話 し合 える家族関係 を築 くことなので

す。
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エセル

ス ー ザ ン ・H・ エ イ ル ワ ー ス

学 生時代のことですカ㍉ 私は・ユタ
州ア メリカン ・フォー クにある知

恵遅れの人たちのための州立訓練学校

で， ミューチュアルプログラムにしば

らくの間携 わっていました。私はす ぐ

に彼 らを受け入れ，愛するようになり

ました。精神的，肉体的には弱 くて も，

霊的には きわめて敏感で，鋭い もの を

持 った彼 らでした。

でも，エセルは別でした。彼女は大

脳 をひどく冒されていたのです。彼女

の世話をすることは，私に とって本当

に難 しいことで した。同情，時には嫌

悪が先に立って しまうのです。エセル

の手足は金属の枠に結びつけ られてい

ます。そうしないと， 自分 で自分の体

を傷つけて しまうか らです。彼女に も

思考力があると聞 いていましたが，そ

れ も，係の人たちが40年 近 くもかけて

や っと見いだしたことで した。長 い間，

あまりにも不 自由な体の中にうず もれ

て しまっていたのです。担当者たちは

や っとの ことで彼女に話すことを教え

ました。それで も私には彼女が何 と言

っているのかわか りませんでした。こ

んなみ じめな状態 をさらしながら，主が

彼女をなおも生きなが らえさせ るのは

なぜ だろう， と私は思いました。

ある 日，私は訓練所で開かれた断食

証会に.出席しました。証会が まさに終

わろうとする時の ことで した。エセル

が証をする とい うのです。彼女の言 う

ことはだれも聞きとれないのに， どう

して話 させ るのだろ う， と私は思いま

した。 ところが，エセルははっき りと

した口調で話 したのです。私にも彼女

の言 っことが よくわか りました。エセ

ルは 「私は生 きていて うれしい」 と言

ったのです。

私 は息をのんで彼女の言葉に耳 を傾

け ました。「天 のお父様 を愛 していま

す。」その声に，私は涙 をおさえること

ができませんでした。

エセルの証が終わると，みんなは大

好 きな歌を歌いました。「神の子 です，

私や あなた……」 と。私はこの歌 を聞

くたびに，エセルのことを，そして彼

女が私に教 えて くれた大切なことを思

い出すのです。
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あ る暑順 の臼のこと 私たち一
家は,午 後のひとときを山で過

ごすことに決めました。前から家族

全員で近くの洞くつに行くという計

画があったからです。早速ハイキン
ベんとう

グの用意をして,お 昼のお弁当を持

ってでかけました。

私たぢはみな,胸 をわくわくさせ

て出発しました。しばらくすると山

のひんやりした空気が体中にしみて
どう

きました。洞くつではひとりの案内

人にむかえられ,彼 が案内役をつと

めてくれました。説明によると,穴

はもともと3つ あって,そ れぞれ別

別に発見され,後 に人の作った通路

によってひとつに合わされたのでし

た。穴の中にはおもしろいもようの

七 十人 第 一 定 員 会

F･へ 一.ト ン･ノ 〉 フー ト.

岩がたくさんあって,中 には,昔 の

ままの形で残っているものもありま

した。案内人が通路のわきにある細

いすきまを指 して言いました。｢こ
どう

の下にはもうふたつ洞くつがあるの

ですが,ま だ人が通れるようにはな

っていないのです。いつか中に入れ

るようになるとは思いますが,今 の

ところはその方法が見つかっていま

せん。｣

私たちは,す るどくとがった岩に

注意 して頭を下げながら,そ の初め

て会った案内人の後について行きま

した。また,バ ランスを取るために,

洞くつの岩に沿ってとりつけてある

鉄の手すりにつかまって歩かなけれ

ばなりませんでした。

ぽ うてつ

鉄の棒
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た。そして,手 さぐりで鉄の手すり

をさ;がしま.した。そうです。たとえ

電気がつかなくても,私 の前には案

内人がいるし,そ れに私は鉄の手す

りにつかまっているのです。出られ

ないはすがありません。

一しゅん,ま わりの人々からざわ
どう

めきが起こりました。しかし洞くつ

に慣れている案内人の言葉に従って

行動する限り,私 たちの身は安全で

あるということを一人一人がさとっ

ているように見えました。何もおそ

れることはありません。案内人の声

ははっきりと聞こえてきます。私の

手は,鉄 の手すりをしっかりとにぎ

っているのです。

数分後,電 気がつきました。私た
どう

ちはもとのように,美 しい洞くつの

探険を続けることができました。し

かし,だ れかが通路からそれたり鉄

の手すりから手を離したりしたら,

どうなっていたでしょうか。また,
どう

臼分勝手に洞くつから出ようとした

ら,ど うなっていたでしょう。案内

人や鉄の手すりがなかったら,私 た
こう

ちは洞くつから出ることができたで

しようか。

私たちの人生においても,時 とし

24

て光を失ってしまうことがあります。

友達から間違ったこζをするように

しいられた時,愛 する人を失った時,

悲しいこと,さ みしいこと,が っか
O

りするようなことが起きた時。しか

し,私 たちは決してとまどったり暗

やみをおそれたりすることはありま

せん。救い主もまた,暗 やみを通り

ぬけられたのです。救い主は,私 た

ちの気持ちを御存 じであるばかりで

なく,ど のようにのがれたらよいか

も知っておられるのです。そして,

私たちが正しい道を歩めるように,

福音という鉄の棒を与えて下さいま

した。救い主が示しておられる道は,
どう

洞くつから人々を導き出す以上に大

きなことをしてくれます。つまり,

天父のもとにもどれるよう導いてく

れるのです。

このほかにも,家 族で戸外の活動

を楽しんだことが何度かあります。

そして,そ の一つ一つが愛や理解,

協力という事柄を教えてくれました。

しか し,何 年か前のその夏の臼,暗
どう

い洞くつの中でしめった鉄の手すり

をしっかりとにぎりしめながら,私

は信仰という決.して忘れられないこ

とを学んだのでした。
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がつこう つヒえ みち じ

学校か らの帰 り道,ぼ くはす ご く自
ぷん はら た おとうと

分 に腹 を立て てい ました。 そ して,弟
い え

のサ ミー をつ きとばす ように して家 に

かけ こみ ました。ぼ くははずか し くて
ゐ く と も

その上 む しゃ くしゃ して いま した。友
ま

だ ちのい るところでジ ョニー に負け て
うち かえ

し まったの です 。お まけに家 に帰 るの

が おそ くな り,ぼ くの たす けがひつ よ

うだったおか あさんは イライ ラしてい
いま け いと

ま した。おか あさんは今す ぐに毛糸 が

ひつ ようだ ったのです。サ ミー はまだ
かいもの い

ひとりでは買物に行けません。おかあ
け いと か

さんは いそいで毛糸 を買 って くる よう
かね

に いってぼ くにお金 をわた しま した。

サ ミーは いっ しょにつ いて こよ うとし

ま した。ぼ くは いそ いでいたの で,ひ と
おも

りでいこうと思 いましたが,サ ミー は ど

うして もぼ くのい うこ とをきき ませ ん。
みせ はし

店 までほ とん ど走 りつづ け ま した。
うし

サ ミー は後 ろか らいっ しょ うけ んめ い
け いと か

つ いて き ました。ぼ くが毛糸 を買お う
とき みせ なか はい

とした時,サ ミー は店 の中 に入 って き

ました。ぼ くは,サ ミーのか な しそ う
ダ み

な 目をわ ざと見な いよ うに しました。

i轡
惑鞍.

レジの ところへ い くと,お な じワー ド
ぷ

部 の ビ リン グズ さんが はた らいて い ま
とき も

した。その時 ぼ くは,ジ ョニーが持 っ
だま

ていたの とおな じよ うなビー玉が カウ
き

ン ターの上 にあ るの に気づ きま した。
と だま かんが

取 られたビー玉のことを考えなが らは
なか だま み て

この中の ビー玉 を見つめ てい る と,手

が あせ で しめ って きま した。 こ うげ き
だま

につかえるビー玉 が1こ あればいい… …

こん なにた くさんあるのだか ら,ビ リ

ングズ さんは1こ ぐらいな くなって も
さ お も

気がつ かないだ ろ う。ぼ くはそ う思 い

ま した。
み

ぼ くは まわ りを見て,だ れ もいな い

こ とをた しかめ ま した。 ビ リン グズさ
うし

ん は後 ろ をむ いて,ほ かの お きゃ くさ
はなし き

ん と話 をしています。ぼ くは気づかれ
だま

ないよ うに そっ とむ らさきの ビー玉 を
い だま

ポケ ッ トに 入れ ました。 ビー玉 は ひん

や りとして なめ らかで した。 ところが,
み くち

サ ミーが見 ていたのです。サ ミー は 口
なに

をあけた まま,何 か いいたそ うに して
み

ぼ くのほ うを じっ と見 てい ました。 そ
め

れ か ら目をそ らして しまい ました。

ビ リングズ さんは レジの ところに も
なに

どってきました。｢ほ か に何 かひつ よ う
すこ

な もの は,ゲ リー。｣少 しとまどいなが

ら｢い いえ,… … これ だけです｣と こ

た えま した。

ビ リン グズ さんがが っか りしたよ う
かお おも

な顔 を した ように思 えたので,ぼ くは
しんぽい

心 配に な りました 。それか らビ リング
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なん

した。何 ていえばい いの だ ろ う。

｢よ か ったね
。お にい ちゃん。お と

っさんに わか った らほ ん とっにお こら

れる よ。 で もわか りっこな いよ。 ぼ く

ぜ っ たいいわない もあ 。｣
かお

｢う る さい
,サ ミー 。｣こ わ い顔 を し

たの でサ ミー はだ まって しまい ました。
お とうと

弟 のい うとお りです。 お とうさんに し

か られ るだろ うなあ。……お とうさん

は いつ もみ んなの もはんに なる ように

いって いた もの…… ぼ くたちの ことを
しん

信 じてい るんだ。…… お とうさんのが
かお

っか りした顔 なんか みた くない。

ぼ くは ビ リングズ さんが いった こ と
かんが

をず っ と考 えて いま した。 ど うすれば
いえ なか はい

よいか わか りませ ん。家の 中に入 ろ う
とき

とした時,サ ミーはぼ くの うで をつか

ん で｢お とうさんにいうの?｣と いって
め み

ぼ くの 目を じっ と見 ました。ぼ くは こ

たえ ませ んで した。
よ

お とうさんは しんぶん を読 んで いま

した。 あいさつ をす る と,ち ょっ と,
め あ よ

目を上げ ただけ で,ま た しん ぶん を読

み は じめ ま した。ぼ くは まよい ました。

なぜ いわな くては いけな いの だ ろう。

もうぜ ったいに しないのに…… 。
み

ぼ くはサ ミー を見 た とたん に,じ ぶ
き

んがまちがっていることに気づ きまし
なか た

た。サ ミーはへや の まん 中に立 って,

こ れか らどうな るのだ ろ うとク リスマ
ひら め

スのプ レゼ ン トを開 くときの ような 目
み とき

でぼ くを見つ めて い ました。 この時,
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おとうと

弟のサ ミーが どんなにぼ くの こ とをう

や まってい るかが わか りま した。サ ミ

ーは
,ぼ くの ため に うそ までつ いて く

れ たのに,ぼ くはサ ミーに い じわ るを

して しま った のです 。なんて わ るいて

ほん をしめ しているのだ ろ う。 ぼ くは

か な し くな りま した。

ぼ くが すべ てを うちあけ るあいだ,
み

お とうさんはぼ くをじっ と見 てい ま し
み

た。 で も,ぼ くはお とうさん を見て い

るこ とが できませ んで した。 お と りさ
はな お あと

んはぼ くがすべ てを話 し終 わった後 も,

ず っ とだ まってい ました。ぼ くは とて

もしんぽ いで した。
み

｢お と うさんを見 な さい
。｣お と うさ

こえ

んはや さしい声でそ ういい ました。ぼ

くは びっ くりしました。お とうさん は
め

にこに こしてい ました。 で も.目に はな

み だが うか んでいたようで した。｢ゲ リ
はな

一
。 よ く話 して くれたね。 ほん と うの

こ とをい うゆ うきが あったのだね。 も

ちろん,お まえのや ったこ とはい いこ

とだ とは いえない よ。 それ な りのつ ぐ

ない をしない とね。 しば らくビ リング
みせ

ズさんのお店 をてつだ ってみ るの もい

いか もしれ ないね。｣

はな

..おと うさん にほん とうのこ とを話 し

て あん しん しま した。 しば ら くは ピー
だま

玉 あそびは でき ませ ん。 で もち っ とも
き

気 にな りませ ん。 こん どジ ョニー とビ
だま ふる つか

一玉 をしたら
,ぼ くの古 いの を使 って
だま

とられたビー玉 を とりかえすつ もりです 。
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1，500キ ロの 荒 野 を は だ しで

チ ャーチニ ューズ記者.

ハ ル ・ナ イ ト

毎 年世界中のモルモ.ン教徒は・1847年 か
ら1869年 の大陸横断鉄道敷 設までの時

期に荒野を越えてユ タを目指 した開拓者た.

ち を偲び，そ して讃える。お よそ7万 入の

男女，子供が， この時期に荒野へ挑んだの

であっ.た。

彼らは各地，各国か ら幌 馬車 で，あるい

は徒歩でその途につ いた。迫害 に追われ，

信仰 を同 じくす る人々と霊の王 国のみな ら

ず現実の神の王国の中でよ り良 い生活 をし

たい とい う願い と集合のみ たまに促 されて。

辛苦の旅に赴 いた一人一 人に，語 るべ き

話はある。その経験 は共通だが， しか しそ'

の細部 とその人自身 とさらに旅に対す る対

応 とでそれぞれの経験は違って くる。

後に教会の有名な歴史家 となるB・H・

ロバーツ も，荒涼たる平原 を徒歩で渡った

ひとりであった。わずか16歳 の姉ポ リー と

長旅 をした彼は，当時10歳 であった。敷設
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された鉄道の終わりがアイオワ州カウンシル

ブラフスで開拓者たちの出立地 となってい

たが，そこに近いネブラスカ州 を発った375

名 の移 民団 にふた りは加 わ った。出発 日

は1866年7月13日 であった。4年 も顔 を見

ない母親はソル トレー ク盆地で， いつ とも

知れぬふた りの到着 を待っていた。

目的地までは2カ 月の旅 であった。幌馬

車には生活必需品を積むため，子供 を含め

て全員が.1，500キ ロの全旅程 を歩 き通さね

ばならなかった。途中，移民団のひとりが

病いで死亡 した。インデ ィア.ンとのもめご

ともあった。 しか しその長旅は，労苦 と疲

労 と寒さと， しまいには飢えの 日常であっ

た。

ところがロバー ツは，荒野横断の旅 を銀

難辛苦 とさほど思わず，聖徒 たちを試 し，

清める格好の機会 である.と.常に見ていた。

その旅は単なる野外での生存に終わらず，

特別な意味 を持っていた。

彼は当時の自分 を，仰向いた鼻で，前歯

の間はすいてお り，ねずみ色の髪 を短 く刈

ってポロをまとった太めの少年 と評 してい

る。好奇心旺盛でいたずら好 きな少年 であ

った。途中で規則違反によ り問題 を起 こす

こともままあった。

彼は 自分の靴 を旅の早々 にな くして しま
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ったため，1，500キ ロ近 い距離をはだしで

歩 く羽 目になった.。擦れてひび割れができ

て血のに じんだ足は何年 も治らず，過去の

体験 を.まざまざと思い出させ るものとなっ

た。それ と，寒さの厳 しい夜 とが。

インデ ィアンは恐ろ しいとされていた。

子供たちは幌 馬車 の近 くにいるように口を

酸 っぱ く注意され，大人は子供が失踪 して

拷 問されたり身代金 を要求 された りする話

を何度 も話 して聞かせた。 しか し，ハ リー

と呼ばれていた若いB・H・ ロバーツには，

そんな話 もいっこうに効 き目がなかった。

彼は同 じ年頃の少年 と連れ立.って，プラ

ッ ト川のほとりの茂みです ぐりの実 を取っ

ていたが，ふ と気がつ くと最後の幌馬車が

見えな くなっていた。

ふた りは急いで歩き出したが，帽子にい

っぱいのす ぐりをひ とつ も落 とす まいとし

て，走 りは しなか った。丘のてっぺんで馬

にまたがった3人 のインディアンに出食わ

した時には，仰天 した。「毛が逆立つほどの

怖 ろしさ」 を感 じながら，それで も少年た

ちは険 しい顔つ きで黙っている馬上のイン

ディアンをじっとにらみなが ら， 足が勝手

に歩 くといった感 じでその まま歩 き続けた。

ハ リー少年がひ とりのインデ ィアン のそ

ばに近づいた時，そのインディアンが 「耳

をつんざくような雄叫びを上げた。」少年た

ちは帽子 もす ぐりも放 り投げ，命大事 とば

か りに駆け出した。インデ ィアンは馬の背

につかんばか りに体を折 り曲げ卑 きゃっき

ゃっと笑いころげていた。

その事件の後，ハ リーはしばらく移民団

の規則にお となしく従 っていたが，あいに

くそれは長続 きしなか った。

川を渡ることになっていたある日，ハ リ

ーは明け方頃にこっそ りテン トを抜け出 し
，

r



その川を目指 して出発 した。 ところが川ま

で2，3キ ロだ ろうと思 っていたのが当て

が外れ，昼に.なってようや く川岸にたどり

ついた。靴ずれか ら水ぶ くれができ，疲れ

切 って もいたハ リーは，柳の木陰で眠って .

しまった。あま.りに ぐっ.すり寝込んだため

か，'幌馬車がそば を通 り過 ぎて行った時に

も，彼はその まま寝 入っていた。.

最 後尾の幌馬車が川を渡 り終えて向こう

岸に消えようという時，ハ リーは目が覚 め，

岸に駆け寄 って大声で叫びなが ら両手を振

った。泳いで来いと声がかか.った。ハ リー.

は上衣 と靴 を脱ぎ捨て，川に飛び込んだ。

彼は川幅の七割かた泳いだところで力尽

きたが， 団長が馬を川に乗 り入れて無事ハ

リー を助け上げた。岸 に.たどり着 くと早速

むちを受けたが，バ リ』は神妙に叩かれて

いた。彼はこう書 いている。「最悪な事態 を

.よ くも免れたものだと私は幸運 を喜んだ
。」

姉の ポリーは弟の姿が見 えな くなって気も

狂わんばか りだったのである。上衣 と靴 を

無 くしたのは重大事 であった。ハ リーは夜

が来 るたびに上衣が欲 しいと思い，夜が明

けてか らは，一 日中靴 さえあれば と思っ却

のである。

夜 には，ハ リー もその他の男や少年たち

も幌馬車の下か脇の地べ たに寝た。晩夏 と

はいえ，夜気は冷たかった。幌馬車の中で

女たち と寝ていたポ リーが，暗 くなってか

ら自分のペチコー トをハ リーに貸 してやっ

たが，ひんや りと湿った硬い地面ではたい

して違い もなかった。ハ リーは服以外に毛

布1枚 持 たず，夜 も昼 もそれで通 した。

ワイオ ミングで一度 「バ ッファローの乾

いた糞」を集めて火 を起こし，横で縮こま

って寝たが，久 しくなかった暖かい眠 りに

就いたその明け方近 く， 目が覚めてみると

体の上に4セ ンチの雪が積 もっていた。

ハ リーは靴がないので，1 ，500キ ロ 近 く

をはだしで歩 くほかはなかった。足はひび

が切 れ，割れて， 日焼けと埃で黒 くなった。

のろのろ歩を進めるたびに，裂け目か ら血

がに じみ出た。ち ょうどサボテンの時期 で，

ハ り一は空腹か らサボテンを集めたが，取

る時に鋭 いとげが，ただでさえ痛む足に刺

さって きた。ポ リーが とげを抜 きながら，

ふた りで毎晩泣いた。ハ リー は痛さから，

ポ リーは弟がかわいそうだという気持 ちか

ら。 そしてその翌 日は， また痛む足に とげ

が刺 さったのである。 」

ハ リー の足が もうこれ以上持たないとい

う時，彼は馬の背 に乗った り幌馬車にもぐ

り込んだ りした。つかまってむちで打たれ

たが，団長は 「かわいそうなチビ」のため

に抜け道 を見つけて くれた。長 い道中でポ

リーに弟の服 を洗わせ る時，服が乾 くまで

人目につかないよ うに馬車の中に入ってい

る許訂が出たのである。

ある川 を渡 る時，10歳 の少女が歩いて渡

らないですむ ように幌馬車の中にこっそ り

もぐり込んだの を見て，.ハリー も真似する

こ とに した。 ところが， その幌馬車が砂洲

に乗 り上げて し.まい，ふたりの子供 を乗せ

たままひと晩置 き去 りにされたのである。
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ハ リーはその夜，一番大事に していた四つ

刃のボケッ.トナイフをな くして しまった。

イギ リスで母のために買ったポケッ トナイ

フがプラット川に落ち，「二度と戻ってこな

くなった」のである。 ポリーは姿 を消 した

弟の身を案 じて， またも耐 えがたい夜を過

ごした。

渡河の際には，馬車に積んである砂糖袋

が水に浸かって，汁が床のす きまか らした

た り落ちた。バ リ.一や子供たちは馬車の下

に仰向けにな り，甘い しず くをなめた り，

指に取 ったりした。 あいに く口に入る くら

いシャツや ズボンにも落 ちたが……。

ある時，夜間に行進することにな り，へ

とへ とになっていたハ リーは馬車に隠れよ

うと思 った。空っぽらしい樽を見つけて中

に しゃがむと， ひび割れだらけの足がどろ

りとした糖みつの中に10セ ンチほどはまり

込んで，ハ リーはお もわずアッと，声にな

らない声 をあげた。 もうその糖 みつの中で

寝るしか なかった。

翌朝，頭の上から爪先 まで糖 みつに どっ

ぷ り浸かったハ リーが馬車から姿を現わす

と，黄色い笑い声に迎えられた。みつ を落

とす方法がな ・々ったのでそのままみつだら

けでいると，「やがて埃 がついて乾燥 して，

幾分心地が良 くなった。」

ハ リーの頭髪は， イギ リスか らの船で も

らったしらみのため，つ るつるに近 いほど

短 く刈られていた。ワイオ ミングのインデ

ィ.アンの野営地近 くで休 憩した時，彼は初

めてインディアンの平和のきせ るの儀式に

連れて行かれた。 ところが，ハ リーが何や

ら好奇の的になったのである。ひとりの イ

ンディアンがハ リーの頭 をなで， 「頭の皮が

ない」 と叫んだ時，ハ リーは飛び上がって

逃げ出した。
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移民団はソル トレー ク盆地に通 じる峡谷

を下ってか ら，山麓にテン トを張った。翌

朝， 白み始め るが早いか「行は列 を組んで

出発 したが，バ リ「はパレー ドの楽隊長 よ

ろ しく先頭 に立 った。人々が来たての幌馬

車隊 を見に出て来た時， ポ リーはボロボロ

の服と日焼け した顔や髪が恥ずか しくて隠

れた。ふた りを捜す人はいないようだ った

が， しばら くしてから，ハ リーがなつか し

い顔 を見つけた。彼はその女性の服を引っ

張 り，「ねえ，お母 さん」 と言った。

女性はハ り一 を見下 ろ して，「お まえな

の?ハ リー。ポ リーはどこ」 と言った。3

入はひとつ になって泣いたが，母親は涙の

あい間に時たま笑顔 をこぼ し，「この上なく

幸せ そうだった」 とハ リーは語 っている。

(注)

ロバ ー ツ に よ る この 荒 野 の旅 の 回 想 は，

ブ ッ クク ラ フ ト社 刊 ， トル ー マ ン ・G・ マ

ドセ ン著oθ ね 〃ゴθroヂ 酌 θF∂ ノ酌 ・「信 仰

の 擁護 者」 よ り許 可 を得 て転 載 した もの 。
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名前が何 と変わっても

ジャネ ッ ト・ブ リガム

した。.ただ自分の考 えをまとめるための場

所が必要 だったのです。

それ まで，私は紙切れがあれば何で も

什分の一の領収書や教会のプログラム， カ

レンダーの小 さな余 白に，思 いつ いたこと

や 自分の考えたこ とを.書いていました。そ

のような訳で，書 き留.めておいた紙切 れを

な くしてしまうと，唯一の私 の心の記録 も

失って しまうので し.た。そしてやっと， そ

れ をもっ と長持 ちす るものに変 える時が来

たので した。

私は字が書けるようになった頃から18歳

に至 るまで 日記を書いて きました。けれど

も， その 日記帳 とい うのが手帳ほどの小さ

いもので したので，た くさんのことは書け

ませ ん。.それに表紙の 日記帳 とい う言葉が，

探険家の南極探険の記録の ように，あまり

にも高尚な もののように思われ ました。書

』 ∈).く 内容 といえば・ああしたこうしたといっ

4
.』

ことばか り， 自分の考えな ど書いたことが

なかったのです。(典 型的な例 ：きょうの歴

史の試験は惨 たんたるものだった。夜，同

じフランス語 クラスのマイクか ら電話があ

った)

お よそ主情的な内容の見られないもので

したが， それで も日記に代わ りはありませ

んで した。残念だったのは，大学に入って

か らあまりに忙 しくな りすぎて 日記をつけ

られな くなったこ とです。

ですか ら77セ ン トのノー トを買った時 も，

日記のことなど頭にはありませ んでした。

ただ， 日曜学校のいいお話の材料 になる色

色 な考えが心 に浮かんできてもす ぐ忘れて

しまうことにすっか りうんざりしていたの

です。その初めてのノー トに向かいなが ら，

私 は言葉が次か ら次に湧き出て くるのに夢

中になってい ました。私は夜， ノー トに書

くことを楽しみにするようにな りました。

時々は昼間メモにしておいて，夜それ をノ

ー トにつけることもあ りました
。 また，夜

が明ける前に起 きて，着換えを済 ませるこ

とにはこだわ.ちず，その まま5分 から時に

は1時 間 も熱心にペ ンを走 らせることもあ

りました。幾つかのことを書いた 日.もあれ
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ば，何 も書か ない 日もあ りました。

私が値段の安いノー トを好んだのには理

由があ1ります。それは，書 き損 じを心配 し

な くて もよか ったの と， 日.常生活における

自分の誤 りを気軽に書 くことができたか ら

.です。その うち私は時間 を決めて書 くよう

にな りま した。 同 じ場所 で一 ソファー

に腰を下 ろし，明か りのそばで書 きました。

外側の余 白には，新車を購入 したことや我

が家の猫が予防接種 を受けた 日付けといっ

た重要な出来事を記録 し，実際にノー トと

して使用する部分は，1日 の自分の動 きや

見聞きしたこ と，意見，感想などを書 きま

した。

自分が 日記をつけているこ とをは じめて

実感 したのは，何カ月かたって， またあの

ドラッグス トアに新 しいノー トを買いに行

.った時で した。私はノー トに 「ジャネット」

という名前をつけることにしました。第1

冊 目の 「ジャネッ ト1」 はまった く日記 ら

しか らぬ ものでした。 日付けはほ とんど入

ってない上，毎 日の生活や 自分が感 じたこ

と，考えたことは一切記録 していなかつた

からです。私は自分が 日記 をつけているの

だ とい うことを実感 してから，せめていつ

何を書いたかだけでもわか るよ うに とつけ

方を変えました。

日記をつけた場所を記すの もまたおもし

ろいものです。どこに行って も，旅先や近

くの友達の家でも，私はいつ もの 自分 と変

わりな く日記 をつけました。

いつだったかある友達 り家 を訪ねていた

時，私は日記に，霊性や情緒面の成長 を促

す隠れた力があることに気づ きました。私

は，福音について議論 したが?て いた哲学

専攻の学生 と何時間 も論 じ合った後， 自分

の信ずるところについて長々 と書 き記しま
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した。それは まるで証 を述べているよう`な

ものでした。その夜，私は 日記を書いてい

るうちに， 自分が 日記に対 して どれだけ心

を開 き， また正直になっているかがわか り

ました。 多分 どの友達に対す るよ りも率直

だった と思います。 自分の思考能力や 自己

表現能力に失望 して， このように書いたこ

ともあります。「私 の頭って，色々なゴミを

吸い取 った電気掃除機みたい。金の粉 も入

っている。だか ら私は袋の ゴミをあけ，一

つ一つえ り分けていって金の粉だけが残 る

ように しなければならない。」

自分の考えを書き出す ことは，それを分

析す るよい機会 となりました。書いていて，

自分の態度が利己心や誤った判断に基づ い

ていることに気づいた時 もあれば，妙案 と

わか って うれ しくなったこともあ ります。

また， その 日受け た精神的な痛手に対す

る自分の反応を声を出して笑っている自分

に気づいたこ とも時々あ ります。一度など

いやな1日 だったのか，大 きな字で 「バ カ」

と書 いたこともあ ります。

そのうち日々の記録に題名 をつけること

を始め ました。私の好 きな題名のひとつ，

っまり好 き.な記録は， 自分の信仰 を強め よ

うと努力 していた時につけた ものです。そ

の題名は 「疑念が忍び込む， ジャネ ットは

払いのける」。.落ち着 いた態度 を反映 してい

る題名 も幾つか あります。そのひとつが ジ

ャネッ ト3の 中の 「昼 と夜 と私の好きなも

の」 です。1節 御紹介 しましょう。

「私は冷気を感 じる澄んだ夜が好
.き。そ

んな夜，私は星空の下で声高 らかに語 る。

私は早朝が好 き。東の空が白む頃，起床 し，

はつ らつ として戸外に出るのが好 き。ちょ

うど心の準備ができた新 しい始ま りが好 き。

清潔なシーツ，清潔なガウン，清潔な身体，

'
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清潔 な髪，それは幸福の基， 自分の心が希

望 に満ちあふれている時，私は人々を愛す

るこ とができる。」

私の心はいつ も希望でいっぱいという訳

ではあ りませ ん。落胆することも時々あ り

.ます。その ような時，私はあの9月 の夜に

書いた，気分を爽快 にして くれる一文 を振

り返 ります。そ してその一文のす ぐ後に書

いた もうひとつの文か ら励 ましを得 るので

す。「自分が何 を切 り抜け ようとしているの

かわかれば，忍耐するのはより容易になる。」

日記の どれ もが深みといっかおもしろみ

があるのではあ りません。 しか し，一つ一

つがそれなりに日々の福音 との対話 であ り，

自己との闘いであ り，新たな生活の発見の

喜びの跡なのです。一つ一つの経験の積み

重ねによって， より確かな物の見方ができ

るようにな ります。個々の記録は，私の人

生の単 なる反映にとどまらず，私の人生そ

の ものに影響 を及ぼ しつつ人生 を形造って

いるのです。

ジャネッ ト4を つけていた頃，大の親友

が引 っ越 した時に1私 は 「悲 しい。 とても

書 く気になれない」 と書 いています。そし

てジャネッ ト5に は，親友 を傷っけた思い

や りのない手紙 を書 いてしまった後で した

が，このように書 いています。「いろいろな

.混乱 させ る声が心に鳴 り響 く中で， ひとつ

の穏やか な声が心の中いっぱいに広が り，

すべては取るに足 りないことになると告げ

ているp」この穏やか な声のことを書 レ}てか

らも，私 は一層注意 してその声 に耳を傾け

ました。そして，その声は正 しかった.ので

す。私が後.で親友に許 しを願い求めた時，

親友はとうに許 して くれていたか らです。
むな

ある日，私は人生に虚 しさを感 じて，ひ

とつのことを始め ました。それは今では習

慣 になっています」私は 「感謝 しているこ

と」 とい う題で書 きました。今で もそうな

のですが，書いていて私は驚 きました。自

分は何 と様々の， また数 多くの祝福を受け

ているか，それに比べて試 しがどんなに小

さく， 時にはユーモラスであるかに驚いた

のです。

東部か ら西部 に移る時 も，休暇の時 も，

調子の良い時 も悪い時 にも， 日記は本棚や

スーツケー スの中にあって聖典 と共にいつ

も私の友で した。

日記 をっけ始めた時 は， 自分が心の中で

深 く考 えていることをきちんと記録す るつ

もりでいました。聖餐会の話 を割 り当て ら

れた時 に役立つ と思ったのです。そのため

に日記 を使用 したのは一，二度ですが，決

して十分に役立ったとは言えません。日記

は私の 人生 の百科事典 でもなければ地図で

もあ りませ ん。 日記は状態 を示す表ではな

く，た とえぞん ざいではあってもダイナ ミ

ックなアー トワー クなのです。.

ジャネッ トシ リー ズは， よく続いて15冊

に もな りました。1年 にわたって書 きつづ

ったものもあれば，数カ月で書 き終 えたも

の もあ ります。15冊 全部を読んだ人間は私

ひ とりです。少 なくとも数十年はこのまま

残してお くか もしれませ ん。安 いノー トを

卒業 して，硬表紙の無罫の日記帳を使 うよう

になってか らも何冊かにな ります。実 を言

うと，この前，私は皮表紙の 日記帳 を買い

ました。(セ ールだったんです よ)で も買 う

時はずいぶん迷 いました。表紙に 「日記」

と書 いてあったか らです。

☆ ☆
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リ チャー ド'オ ルソンがこんな話をして
くれた。｢ア リゾナのツー ソンの学校

で,8年 生になったばか りのことです。そ

れは確か,数 学の時間でした。僕のほかに

4人 の友達がいて,あ る日,だ れ だったか

自分で作 った迷路パ ズル を持 ってきたんで

す。それが きっかけ となって,だ れが一番

面 白いパズルを作 るかコンテス トが始 まり

ました。 しばらくする と,ほ かの4人 は興

味を無 くしたようでしたが,僕 はそ うでも

なか ったんです。

それか ら僕は,家 でパズル を作 って学校

へ持ってい くようにな りました。友達の中

には,面 白が って写す者 もいました。そ う

い うのを見ると僕 もますます得意になって,

い くつ もい くつ も作 りました。

パ ズルを作 りた くなると,僕 は大抵座っ

て,今 まで見た映画や読んだ本,ま たは何

かいいアイデアに なりそ うなものについて

考 えるんです。学校時代はずっ と,美 術 を

取 っていましたが,パ ズル作 りにはあ まり

効果をおよぼさなかったようです。僕は,

特 に長 い迷路 を書 くのが好 きで,終 わ りの

方 でや っと正 しい道がみつかるようにする

んです。でも,大 抵は,た だ座 って書 き始

め ると書いているうちに 自然 とアイデアが

わいてきます。｣

さて,リ チャー ドの作 った迷路パズルを

本に して出版 し,伝 道資金に当てた らとい

っことを思いついたのが彼の父親だった。

続けて リチャー ドは述べ て いる。｢僕 は,

お金は全部伝道のために使 うことを主に約

束しました。最初のうちは本の売れゆきは

よ くありませ んで した。 でも,だ んだん注

文が増えて,印 刷が間に合わな くなったほ

どです。｣ちなみに,現 在 までで彼らは1,000

部 以上 を発行 している。

今 リチャー ドは,テ キサス州サ ン･ア ン

トニオ伝道部で伝道 してお り,パ ズルは前

ほ ど彼の興味を引 くものではな くなった。

彼は,こ う語っている。｢伝 道 を している

と,そ んな暇 もあ りません。何 しろ,迷 路

はひ とつ作 るのに2時 間も3時 間もかかる

んですか ら。それに,今 は もっと大切なこ

とがた く.さんあ ります。｣し か し帰還 後,

リチャー ドはまた面 白いパズルを作って私

たちを楽 しませて くれることだろう。

以下に,彼 の傑作 を少し紹介しよう。

迷路パズル

マ ッ ク ス ウ ェル･T･ス トー ン
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厳 しくも快 い戒め

ニ ー ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェ ル

私 は結婚前の純潔と結婚後の貞節に関す
る規準を，少し違 った見地か らとらえ

てみたいと思います。この規準はすべて，

十戒の中で も最 も人気のない， しか し厳 し

くも快いあの第7番 目の戒めの一部 をなす

ものです。

この第7番 目の戒めは， 日常生活の中で

あ まり話題になることはありません。 しか

し最 も守 られていない戒め， また私 たちが

最 も必要 としている戒めはこれなのです。

またこの戒めは， 人間の行動様式に関する

ご く基本的な問題で，末 日聖徒 イエス ・キ

リス ト教会が世間一般 とどれだけ異なって

いるかを示す格好の例 と言え ます。世の人

人は，その人が何か他の面で一 目に値する

ものを持 っていると，この戒めを守ってい

ようがいまいが問題 にしませ ん。

私が長 い間信 じ続けてきたことがあ りま

す。それは，私たちの心 の奥の奥のことを

考 えてみた場合，最 もむずか しい教義が最

も偉大な真理 であ り， したがって最 も貴重

な原則 となる とい うことです。 しかしこの

原則は，偶然に見いだせ るものではあ りま

せん。ペ テロが約束 しているように，従順

であって初めて，祝福 と新 たな知識が得 ら

れるのです。正 しい原則に従 うこ とにより

理解が深 まるわけです。(IIペ テ ロ1：8参

照)第7番 目の戒めの場合， まさに これが

あてはま ります。

兄弟姉妹の皆 さんに率直に申し上げます

が，私 たちはもっ と良い世 界に住む備 えを

今か らす る必要があります。この世での生

活は非常に大切 ですが，永遠 とい う見地か

らすればほんの一瞬にす ぎませ ん。私たち

がこの欠点だらけでめま ぐる しく移 り変わ

る世 の中にあまりにも速 く溶け込みすぎる

と，それが来るべ き永遠の世 界への適応 を

妨げ るこ とになります。第7番 目の戒め を

破 る人が 「思慮がない」 ど言われるのは無

理からぬことです。(箴 言6：32参 照)

もちろんこの戒めに関連す ることで，世

の人々 も私たちも共に懸念 していることは

幾っかあ ります。まず第一に性病の問題，

次にいわゆる未婚 の母の問題，三番 目が性

的な不道徳が結婚生活や家庭生活に影響 を

及ぼ し，離婚が増加 している とい う問題で

す。

確かにこの3つ の問題 は重大ですが，主
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の王 国である教会が第7番 目の戒め を守る

理由は，幸いにももっと高い次元の もので

す。

純潔についてのあ らゆる律法を守る第一

の理由は，神の戒めを守 るとい うことにあ

ります。ポテパルの妻の執拗な誘惑 を退け

たヨセブは，その理由 をはっきり理解 して

い ました。(創 世39：9)主 人 であるポテパ

ルに忠誠を尽 くすのが道であ ることを知 っ

ていた彼は，「どうして……神に罪を犯すこ

とができましょう」・と言いました。 ヨセブ

堕 胎 は不 貞 と同様 ， 「深 い 傷 を 負 う た よ う

に心 が 痛 み 悲 しん で」 死 ぬ 人 を多 く生 み 出

す。

のこの従順 さは， 自分 自身 と自分の将来の

家族， それに主人であるポテパルそ してポ

テパルの妻 に対 して さえ忠誠 を尽 くす結果

になったのです。

従順 さが重要な鍵 を握 るもうひ とつの大

きな理由は，第7番 目の戒め を破 ることに

よ り私たちか ら聖霊が逃げて しまうという

ことです。聖霊は私たちの伴侶 として大 き

な力 を持っていますが，汚れた人には住む

ことがで きないので，その力が失われてし

まうのです。聖霊の力が失われれば，私た

ちは人のために自分を役立てるということ

が少な くな り， また感受性 も鈍 くな ります。

そして能率の よい働 きもできな くな り，人

を愛する気持ちも次第に失われてしまいま

す。言ってみれば，本当に必要 な時に主の

み業 を行 なうことができない ということで

す。

性的な不道徳が危険であるもうひとつの

理由は，私たちの心 を鈍 らせてしまうとい

う点 にあ ります。皮肉なことですが，好色

とい うものは， 自分は感受性が鋭いのだ と

思い込んでいる人から真の感受性を奪 って

しまい ます。そして3つ の神権時代の予言

者が異 口同音に語った 「主 を思い起すのは

遅 い」者になってしまうのです。(1ニ ーフ

ァイ17：45， エペ ソ4：19， モ ロナ イ9：

20)

ノー マン ・カズンズはこう警告 していま

す。「何で も見てやろう，何で もしてや ろう

と思 っている人は，何 も感 じな くなるとい

う危険 を冒している。…… これ を理解 して

いないと，私たちに内在す る最 も高度な反

応が影 を潜めてしまう。」(『何でも見，何で

もするが 何 も感 じない』磁 劾肋yRθ 毎θω

「サ タデー レビュー」1971年1月23日 付
，

P.31)

感 じる力がな くなるのは，私たちの霊の

感 じる能力が破壊 されて しまうからです。

私たちが 目指す より高度な世 界の属性 であ

る洗練さ，上品さ， また思いや りを感得す
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る力が鈍 るのです。

私利私欲のかたま りであるこの社会は，

人生を 「身軽に」生 きることを提唱す る傾

向にあ ります。利用価値のな くなった友 人，

親戚，そ して親 も，お荷物にな りそ うな も

のは捨ててしまお うとい うのです。この 自

分 と関わ りのあった人々を次か ら次へ と捨

て去ってい くという態度 は，利 己心 の末期

的症状で， この段階 に入ると人は，我慢 し

なければならないような ものはあえてしよ

うとせず， またいかなるもの とも関わ りを

持たずに生活 しようとします。

第7番 目の戒め を守 ることの根底にある

もうひとつの理 由は， この戒めを破ること

が 自分 自身への評価 を低 くして しまうとい

うことです。なぜな らこの戒めに反するこ

とにより，私たちは 自らの本性に対 して罪

を犯していることになるか らです。(1コ リ

ン ト6：18-19)こ れ は私個 人の意見です

が，私たちはこの戒めを破 ることに より自

己に対する評価 を下げてしまうに とどまら

ず，前世 において私たちの心 にかすかに，

しか し決 して消えることなく刻 まれた約束

にも反旗 を翻す ことになると思い ます。

性的な不道徳は， 自分だけでな く他の人

人にも重大な影響を及ぼ します。不 貞を働

いていながらひとりよが りの考 えを持って

きて自己弁護をする父親は， そうした自分

の態度が妻子にどれだけの影響 を与えてい

るか知 らないのです。

18年 前のことですが，私はユタ大学のキ

ャンパスに近いある学生ワー.ド部の監督 を

していました。その時ある若い夫婦に問題

があり，いろいろ説得 をしてみましたが結

局だめでした。妻の方が不 貞を働 いていた.
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ので す。調べてみると彼女は，淫乱 な父親

の もとで少女時代を過ご していました。 も

ちろんそれを もって彼女の罪が正当化され

ることはあ りませ んが，彼女は幼い頃か ら

知 らず知 らずの内に形成されてきた男性像

をもって自分の夫 と接 していたのです。彼

女の夫に対する行為 には愛はあ りませんで

私たちの心が悪で満たされれば，そこには

もはや神と同胞への真の愛の入り込む余地

はない。

した。監督の職 を解かれて数年後，私は彼

女が売春 の罪で逮捕 されたことを新聞で知

りました。私は今，彼女がどこにいるか知

りません。 しか し私の脳裏 に焼きついて離

れないのは，不実な父親たちが子供に悪い

手本を見せてその信用 をな くしたというヤ

コブの言葉です。(モ ルモ ン.経ヤ コブ2：

35)

同様 に，未婚の状態の ままで同せ いして

いる若人 もまた，家族中心 であるはずの生



活に大 きく違背 している人々です。この違

背行為が私 たちの社会にどのような結果 を

もたらすかは，後の世代に明 らかになるこ

とでしょう。フランスの哲学者ベ インビル

はこう警告 しています。「人は 自分が欲 した

ものの結果を甘ん じて受けなければな らな

いσ」

轡噸

難耀…!…

これらの偉大な真理を肌で感じ取らない限

り，.私たちは一時の衝動や欲望のために獄

に入れられ，そこで自らの罪を衆目にさら

さなければならなくなるのだ。

私たちの基本的な価値が相互に作用 し合

っよっに，私 たちの基本的な組織 も相互 に

関連 し合 っています。家庭 を堕落させてお

いて， それでいて良い政府 を望むことはで

きません。たとえば戒めは守 らな くともよ

いのだ とい う態度 を取 った とします。そう

す ると混乱が起 こ ります。親は横領を正当

化 し，.成長 した子供は姦淫を正 当化 し，孫

は裏切 りを正当化するか もしれませ ん。不

従順が悪 いことでな くなれば， だれ もが率

先 して戒め を破 るようになるで しょう。

こうした懸念は，世の入々の性病や妊娠

に対す る懸念をはるかに超 えた ものです。

しか しパウロが述べているように，教会は

確固た る 「真理の柱，真理の基礎」です。

(1テ モテ3：15)教 会 の場合，この第7

番 目の戒めに従っているか否かは、指導者

と会員 との間の面接に よって判断されるの

が普通ですが， この戒めに従うことはこの

世 と一線 を画す ることを意味す るものです。

またこれは初めか ら計画されていたこ とで

もあります。

性的な不道徳 というこのはなはだしい罪

は人の感性を鈍 くして しまうものですが，

この罪が もたらす害悪がもうひとつあ りま

す。それは，次第に人か ら希望を奪 い取っ

てい くとい うことです。希望が去った後に

来 るのは絶望です。ある予言者はこう述べ

ています。「絶望 は悪い行いから来 る。」(モ

ロナイ10：2)こ の よ うに，絶望 と悪い行

ない との間には恐 るべ き相乗作用があるの

です。

ウィル ・デュラン トとエア リエル ・デュ

ラン トは，人類の輝ける歴史に関する彼 ら

の著作の中で，性を火の川になぞらえてい

ます。100の 規制によって堤防を築 き， この

火の川を冷や さなければならない，そうで

なければ個人であれ団体 であれ滅ぼされて

しまうと言 うのです。

ではこの話の結び として，私 自身が気づ

いたことを少しあげてみ ることにしましょ'

う。

1.こ の世の誘 いに乗 らないように しよ

う。あなたが模範 を示せば他の人もそれに

従 う。他の人の態度の変わ り方は時 として
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驚 くほどであ る。

2.だ れでも泥足で家に入られた らいや

である。同 じように，あなたの心に も汚れ

たものが泥足で入って来 ないようにしなけ

ればならない。

3.貞 潔 と平和な家庭 とをひとつの絆 で

結びなさい。そしてその絆 が祖父母か ら父

母，子，孫へ と続 くようにす る。絆 を強 く

す るには，強力な接着力を持つ接着剤が必

要であるが， それは，あなたが行 ない を通

して， 自分の周囲の世の中で何が起 きてい

ても，第7番 目の戒め を信ず る自分の気持

ちに変わ りはない とい うことを断言するこ

とである。

4.い わゆるフ リーセ ックスを容認する

人々 と共に時を過 ごさない。 これはあな.た

が彼らに.とって標準が高過 ぎるか らではな

い。あなたが彼 らに対抗で きるほ ど強 くな

いカ1らである。た とえ善良な人であっても，

状況が悪 くなれば負けてしまうこ とがある

ことを忘れないように しなさい。 ポテパル

の妻か ら逃れたヨセブは思慮分別があった

だけではない。逃 げ足 も速か った。

5.女 性を食い物にす る利 己的な男は昔

か らいたが，今は，男性 を食い物にする利

己的な女がいる。 しか しどち らも情欲に駆

りたて られ，誤った自由の感覚 を身につけ

ている。これは， カインがアづルを殺すこ

とによって得 た空虚な自由 と同 じものであ

る。カインが 「われ を妨 ぐる者な し」 と語

ったのは皮 肉な ことである.。(モ ーセ5：.

33)

6.た とえ過ちを犯 して しまっても，悔

い改め という輝か しい福音が あることを忘

れてはならない.。罪を真剣に悔い，必要 な
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ス テップを踏むすべて.の人々に，赦 しの奇

跡 は訪れ る。 しか し赦され るためには まず，

魂が恥 という煮え湯 を飲 まなければな らな

いことを心に留めなさい。傷 口は洗い清め

てこそ初めて癒 えるのである。悔 い改めの

道はそこに.ある。

7.悪 い ことを行なお うという衝動 に駆

世 の 人々 は ， そ の 人が 何 か 他 の 面 で一 目 に

値 す る もの を持 っ て い る と， この 戒 め を 守

っ て い よ うが い まい が問 題 に しな い。

られた時は， その衝動が弱 く意志がまだ強

い内に抵抗 しなさい』引き延ばせ ば意志は

弱 く衝動は逆 に強 くなるだろう。熱心に良

いことをするようにしなさい。 なぜ なら怠

惰になると，人は自分を喜 ばせ ることだけ

を考 えるようになるか らである。

8.私 たちはこの世の罪を軽べつ しなけ

ればな.らない。世の人々 を軽べつすること

は良 くない。彼らは愛.さなければな らない。

しか し，世の罪は非難して然 るべ きである。



この世に対する軽べつ と嘲笑は， この世 の

罪か ら遠ざかることである。福音 を恥 とし

なかったヤコプはこ う勧告 している。「不貞

のやか らよ。世.を友 とするのは，神への敵

対であることを，知 らないのか。」(ヤ コブ

4：4)

9.誤 った生活を送っている人々にあな

女性を食い物にする利己的な男は昔からい

たが，今は，.男性を食い物にする利己的な

女がいる。しかしどちらも情欲に駆 りたて

られ，誤った自由の感覚を身につけている。

たの生 き方を決め させてはならない。なぜ

なら性的な関係を結んだことを自慢す る者
.
は 自分を征服者のよう思 っているか もしれ

ないが，本当は逆に 自分が征服 されたこと

を自慢 しているに過 ぎないからである。

私 た.ちは性的 な不道徳が も却らす害悪 を

避 けるこ とによ り，戒めを.守る人に鴬に も

たらされる祝福の糸 口をつかみ，そ してそ.

れ を自らのもの とす るこどができます。第

7番 目の戒めを守る人には以下のこ とが約

束 されているのです。

A.神 と神の律法に調和 した生活が送れ

るようになる。

B.従 順 になることにより私たちがどの

よう.な可能性 を持 っ.ているかがわか り，そ
.
の可能性に向かって進めるようになる。福

音は私た ちが何者か を教 えで くれるだけ で

な く，.どの ような者になる力を具 えている

か も教 えて くれ る。

C.自 己を尊ぶ気持ちが持てるようにな

る。

D.情 欲 という最 も暴虐な反逆者か ら自

由になるこ とができる。

E.欲 望 のままに生活す るのではな く思

慮分別をもって行動することにより，自由

意志の範囲が広がるのに気づ くようになる。

F.悪 を退け善 を選ぶ時は常にそうだが，

急速に人格が高め られる。ただ罪にふけら

ない と鴨うだけでは十分ではない。私たち

は義に飢え渇かなければならないのである。

G.以 上に加 えて，高潔な人格を得ると

い う祝福がある。この祝福によ り人は完全

な者 とな り，だれに対 して も恐れを抱かな

くな る。

愛する若い友人の皆さん，イエス ・キ リ

ス トの戒めからそれれば，私たちはキリス

トに従 う者ではな くなります。真のクリス

チャンである私たちがなすべ きことのひと

つは， 第7番 目の戒めを守 ることです。既

婚未婚 を問わず，この戒め を守 らなければ

本 当の喜びは得 られ ない ということを自覚

してい.ただ きたいと思い ます。 イエ ズ ・キ

りス トoみ 名{こより祈 ります。アー メン。
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◇ニ ュ ー ス ◇

*メ キシコ神殿は2月 に基礎工事を終了,

ジョーダンリバー神殿は工事の半分を

終え,今 年中頃までには完成する。

*モ ルモン経がフィージー語に翻訳され

た。これで英語以外のモルモン経は44

となる。

*カ リブ濡の島々で初めてのステ キ部

が,ベ ンソン会長によりプエル ト･リ

コに設立された。

*ハ ワイ神殿訪問者センクーの全面改築

が終わり,代 表役員であるアドニー･

Y･小 松長老により再献堂された。一

日平均千人が当センク を訪れるが,

その内85パーセントが非教会員である。

地域幹部書記井上龍一･兄弟

伝道部長に召される

現在菊地良彦長老の もとで地域幹部書記

の任にある井上龍一兄弟(東 京東ステー キ

部鎌 ケ谷支部所属,37歳)が,伝 道部長に

召された。東京南伝道部に赴任する。井上

兄弟は東京都江東区の生 まれ。1966年 に 東

京西支部(現 東京第3ワ ー ド部)で バプテ

スマ を受け,当 時支部

長であった菊地長老か

ら確認の儀式を受けた。

同年成践大学政治経済

学部 を卒業後,1972年

か らは教会教育部地区

主任 として活躍 してき

た。教会では長年MIA

指導 者 として 日本の教

会の発展 に貢献,そ の

後26歳 の若さで東京第3ワ ー ド部の監督に

召された。以後高等評議員 を務め,1979年

7月1日 か ら菊地良彦長老の幹部書記 とし

て現在に至っている。

東京都豊島区出身の礼子姉妹 とは,1967

年 に菊地長老の司式で結婚,同 年ハワイ神

殿で結び固めを受 けた。

井上兄弟御家族

礼子姉妹はワー ド部や

ステー キ部の初等協会,

扶 助協会で活躍,現 在

東京東ステーキ部扶助

協会副会長の任にある。

御ふた りの間には,

10歳 と8歳 のお嬢 さん

がいる。
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〔インステ ィテ ユー トの時間割 〕

謎 午後1時 一2時 半 3時 一4時 半 5時 半一7時 7時10分 一8時40分

月 345コ ー ス 211コ ー ス

火 122コ ー ス 411コ ー ス

324コ ー ス 345コ ー ス

60コ ー ス 211コ ー ス

水 121コ ー ス 345コ ー ス
130コ ー ス 345コ ー ス

122コ ー ス 60コ ー ス

木 130コ ー ス 324コ ー ス
345コ ー ス 122コ ー ス

121コ ー ス 345コ ー ス

金 345コ ー ス 121コ ー ス

345コ ー ス 324コ ー ス

411コ ー ス 130コ ー ス

〔コースの 内容 〕

60… … 日 の光 栄 の 結 婚

211… … 四 福 音 書 の 比 較

411… … イ エ ス の た と え話

121… … モ ル モ ン 経 ニ ー フ ァ イ 第一 書

一 モ ル モ ン 言

0

122… … モルモン経モーサヤ書一アルマ書

130… … 宣教師への備え

324… …教義 と聖約第1章 一42章

345… … 歴代大管長

(1981年 度個 入学習 と同 じ)

0 0

東京北伝道部

新装なる

このほ ど,東 京北伝道部の建物が新 しく

造 られ,今 までの地域管理本部 ビルか ら移

藪 した。

新 しい建物は,東 京第2ワ ー ド部の敷地

内に建て られ,プ レハブ2階 建ての本部 と,

.それに隣接す る伝道部長宅か らなっている。

なお,.所 在地 と電話番号は以下の通 りで

ある。

〒161東 京 都新宿区西落合4-25-12

TEL(03)952-6802,6803
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